
資

料
「
高
度
経
済
成
長
」
過
程
に
お
け
る
播
州
機
業

は
じ
め
に

て
播
州
織
の
経
済
構
造

二
、
機
業
の
分
化

付
加
工
賃
、
労
賃
、
生
産
性
の
変
遷

ω
織
機
台
数
別
工
場
数
の
変
遷

問
機
業
分
化
の
契
機
と
し
て
の
構
造
改
善
事
業

お
わ
り
に

は
じ
め
に

日
本
の
繊
維
産
業
が
、
低
賃
銀
労
働
力
と
混
綿
技
術
に
よ
っ
て
、
と
く

に
輸
出
産
業
と
し
て
、
戦
前
、
お
よ
び
戦
後
一
九
五

0
年
代
ま
で
、
そ
の

問
、
戦
争
を
契
機
に
生
糸
の
衰
退
は
あ
っ
た
が
、
日
本
経
済
に
お
い
て
重

要
な
位
置
を
占
め
た
こ
と
は
多
言
を
要
し
な
い
。

し
か
し
戦
後
、
「
高
度
経
済
成
長
」
過
程
で
、
日
本
経
済
に
お
け
る
軽

「
高
度
経
済
成
長
」
過
程
に
お
け
る
播
州
機
業

中

内

清

人

工
業
、
と
く
に
繊
維
産
業
と
、
重
工
業
、
と
く
に
鉄
鋼
業
の
地
位
が
従
業

員
数
、
生
産
額
、
輸
出
額
な
ど
に
明
白
な
ご
と
く
、
交
代
し
た
こ
と
は
周

知
の
と
う
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
繊
維
産
業
に
お
い
て
も
、
綿
製
品
の
地
位

は
、
低
下
し
、
合
成
繊
維
の
地
位
は
上
昇
し
た
。
こ
の
過
程
は
同
時
に
対

米
綿
製
品
輸
出
規
制
の
過
程
で
も
あ
っ
た
。
綿
製
品
の
対
米
輸
出
自
主
調

整
会
九
五
六
年
)
、
日
米
綿
製
品
協
定
(
一
九
五
七
年
〉
、
「
綿
製
品
の

国
際
貿
易
に
関
す
る
取
決
め
(
「
短
期
取
決
め
」
)
」
(
一
九
六
一
年
〉
、

「
綿
製
品
の
国
際
貿
易
に
関
す
る
長
期
取
決
め
(
「
L
T
A
」
)
」
〈
一
九
六

二
年
〉
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
伺
の
播
州
織
生
産
高
は
、
一
九
五
二

年
か
ら
一
九
五
七
年
の
日
米
綿
製
品
協
定
ま
で
の
五
年
間
に
三
・
七
九
倍

(
七
、
七
七
六
万
ヤ
ー
ド
↓
二
億
九
、
四
六

O
万
ヤ
ー
ド
)
に
増
加
し
て
い

る
。
年
平
均
七
五
・
八
%
の
増
加
率
を
示
し
て
い
る
。
五
八
年
に
は
日
米

綿
製
品
協
定
に
よ
っ
て
、
輸
出
量
は
対
前
年
比
九
六
・
七
M

m

(

二
億
八
、

四
九
三
万
ヤ
ー
ド
)
に
減
少
し
た
が
、
五
九
年
、
六

O
年
(
三
億
二
、
一

一
一一一



高
度
経
済
成
長
」
過
程
に
お
け
る
播
州
機
業

八
八
万
ヤ
ー
ド
)
は
増
加
し
た
。
だ
が
、
六
O
年
以
降
六
四
年
ま
で
は
、

輪
出
量
は
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
六
四
年
か
ら
六
六
年
会
最
高
三
億

五
、
四
二
五
万
ヤ
ー
ド
)
に
か
け
て
輪
出
量
は
ま
た
増
加
し
て
い
る
が
、

六
七
年
(
三
億
一
、
四
五
四
万
ヤ
ー
ド
)
に
は
、
六
四
年
の
水
準
ま
で
低

下
し
て
い
る
。
五
七
年
以
降
は
数
年
お
き
に
k
昇
と
停
滞
を
く
り
か
え
し

て
い
る
。
六
四
年
以
降
の
輸
出
増
加
を
反
映
し
て
織
機
台
数
は
増
加
し
、

生
曜
の
減
少
し
た
六
七
年
に
は
、
最
高
の
二
六
、
九
七
一
台
を
記
録
し
て

い
る
。
以
上
概
括
す
る
と
、
播
州
織
布
業
は
、
戦
後
五
七
年
(
「
神
武
景

気
じ
ま
で
は
、
ほ
ぼ
好
調
な
生
産
量
増
加
を
み
せ
て
い
た
の
で
あ
る
(
五

五
年
に
戦
前
最
高
生
産
量
二
億
六
一
二
五
万
ヤ
ー
ド
を
突
破
し
た
〉
。
し
か

し
、
六
O
|
六
一
年
の
「
岩
戸
景
気
」
期
に
は
必
ず
し
も
生
産
量
は
増
加

し
て
い
な
い
。
日
本
綿
業
の
「
斜
陽
」
に
、
日
本
綿
業
の
指
導
者
た
ち
が

ハ
1
)

気
付
い
た
の
も
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
、
こ
の
頃
だ
と
い
わ
れ
る
。

ハ
1
)

田
中
穣
『
日
本
の
繊
維
産
業
』
一
一
一
一
九
ペ
ー
ジ
、
一
九
六
五
年
、
至
誠
裳

こ
の
よ
う
に
、
日
本
資
本
主
義
の
「
高
度
成
長
」

1
重
化
学
工
業
化
過

程
で
、
日
本
綿
業
、
播
州
織
布
業
は
停
滞
化
傾
向
を
一
不
し
、
紡
績
独
占
資

本
は
織
布
部
門
か
ら
撤
退
|
紡
績
兼
営
織
布
工
場
数
は
減
少
し
、
専
業
織

布
工
場
は
零
細
化
し
た
(
表
げ
〉
。

本
稿
で
は
、
こ
の
目
本
資
本
主
義
に
お
け
る
重
化
学
工
業
化
、
繊
維
産

業
の
地
位
の
相
対
的
低
下
、
対
米
綿
製
品
輸
出
規
制
、
さ
ら
に
発
展
途
上

国
の
追
上
げ
な
ど
、
日
本
繊
維
産
業
に
と
っ
て
の
悪
条
件
の
も
と
で
の
、

「
ド
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
」
、
「
日
米
繊
維
協
定
」
直
前
ま
で
の
産
地
織
布
業
、

播
州
に
お
け
る
機
業
の
分
化
の
実
態
を
分
析
す
る
。

四

播
州
織
の
経
済
構
造

一
九
六
七
年
の
全
国
繊
維
産
業
の
従
業
員
数
は
一
六
五
万
六
千
人
で
製

道
業
に
占
め
る
従
業
員
数
率
は
一
五
・
七
局
、
付
加
価
値
額
は
製
造
業
中

の
七
・
二
%
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
対
象
と
す
る
播
州
機
業
が
そ
の
な
か
に

ふ
く
ま
れ
る
綿
ス
・
フ
織
物
業
の
従
業
員
数
は
一
六
万
六
千
人
で
、
全
製

造
業
従
業
員
に
占
め
る
比
率
は
一
・
六
%
、
付
加
価
値
構
成
比
は

0
・
七

俗
で
あ
る

Q

さ
ら
に
、
播
州
織
布
業
従
業
者
は
、
一
万
六
、
七
口
五
人
で

約
ス
・
フ
業
従
業
員
の
一
O
M
を
占
め
、
繊
維
皮
業
従
業
員
の
一
%
、
製

造
業
全
体
の
従
業
員
数
の

0
・
二
ハ
um
を
i
H
め
る
に
す
、
ぎ
な
い
。

織
布
業
の
も
っ
と
も
主
要
な
生
産
手
段
で
あ
る
織
機
台
数
で
播
州
機
業

の
地
位
を
み
る
に
、
一
九
六
七
年
の
全
回
線
ス
・
フ
仇
刷
機
台
数
三
九
万
一

五
六
台
の
う
ち
、
播
州
の
織
機
台
数
は
、
二
六
、
九
七
一
台
で
約
六
・
九

%
を
占
め
て
い
る
。

周
知
の
ご
と
く
、
織
物
は
、
品
種
別
に
、
全
国
の
各
地
方
産
地
で
生
産

さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
北
陸
(
富
山
、
石
川
)
地
方
の
合
繊
広
幅
生

地
、
尾
西
の
服
地
、
丹
後
の
ち
り
め
ん
、
泉
州
の
金
巾
、
天
竺
、
小
幅
生

地
な
ど
で
あ
る
。
播
州
地
方
は
、
先
染
織
(
ギ
ン
ガ
ム
、
ド
ピ

i
、
ジ
ャ

ガ
ー
ド
)
の
主
要
産
地
で
あ
る
。

織
布
工
場
は
紡
縫
企
業
の
兼
営
工
場
と
織
布
専
業
工
場
に
わ
か
れ
る
。

兼
営
の
織
布
工
場
は
規
模
が
大
き
く
織
機
三
O
一
台
以
上
所
有
企
業
が
会

工
場
数
の
七
O
M
、
織
機
台
数
の
九
五
%
を
占
め
て
い
る
(
一
九
六
三
年

六
月
一
日
〉
。
こ
れ
に
た
い
し
て
専
業
の
織
布
工
場
は
小
規
模
で
織
機
一
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2
三
日ードーヨJ

ロ

「
高
度
経
済
成
長
」
過
程
に
お
け
る
播
州
機
業

415 

167 

10~19 

20~29 

(18.2) 

( 7.7) 

2，495 

1，055 

11~20 

21~30 

124 

50 

23 

30"-'49 

50~99 

( 7.1) 972 31~50 

51~100 

。
台
以
下
所
有
工
場
が
五
八
銘
、
織
機
台
数
で
二
一
局
、
一
O
O
台
以
下

の
工
場
数
は
九
六
%
、
織
機
台
数
で
六
一
%
を
占
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、

織
布
専
業
ヱ
場
数
は
、
一
三
、
七
O
七
工
場
で
あ
る
の
じ
た
い
し
、
紛
緩

兼
蛍
工
場
は
八
二
エ
場
、
織
機
台
数
は
前
者
一
二
Q
豆
、
五
八
二
台
に
た
い

し
、
後
者
は
五
六
、
二
六
五
台
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
全
国
の
綿
ス
・

フ
織
布
業
の
世
間
守
業
エ
場
で
は
、
中
小
規
模
工
場
数
が
圧
倒
的
に
多
い
。

搭
州
織
に
お
い
て
は
、
織
布
の
特
殊
品
で
あ
る
先
染
の
ギ
ン
ガ
ム
、
ジ

ャ
ガ
ー
ド
、
ド
ピ
ー
な
ど
を
生
産
し
て
い
る
た
め
、
全
国
的
に
み
て
、
と

く
に
労
働
集
約
的
な
性
格
が
強
い
。
一
九
六
三
年
時
で
、
全
国
専
業
の
構

成
に
比
し
、
一

(U
台
以
下
の
零
細
工
業
は
少
な
い
が
、
一
O
l
四
九
台
程

度
に
集
中
し
、
五
O
台
以
上
規
模
は
全
国
平
均
以
下
で
あ
る
(
表

l
y

搭
川
織
は
そ
の
輸
出
向
比
率
が
高
く
、
全
生
産
高
の
は
ぼ
九
O
%
(
一

九
六
九
年
)
が
輸
出
さ
れ
て
い
る
(
通
産
省
『
織
布
業
構
造
改
善
関
係
資

料
』
(
一
九
七
O
年
)
〉
。
と
く
に
、
先
染
ギ
ン
ガ
ム
、
お
よ
び
先
染
綿
製
品

の
全
国
輸
出
額
に
占
め
る
播
州
織
の
地
位
は
、
八

0
1九
O
M
初
で
あ
る

(
六
O
年
、
綿
ス
フ
織
物
検
査
協
会
『
検
査
対
報
』
)
。
産
地
生
産
綿
織
布

で
、
捻
州
織
の
輸
出
比
率
は
最
高
で
あ
る
。
他
品
種
で
は
、
絹
・
人
絹
織

布
業
で
、
群
馬
の
先
染
婦
人
服
地
の
九

0
・
九
%
が
あ
る
の
み
で
あ
る

(
通
産
省
、
前
掲
)
。

以
上
を
み
る
と
さ
、
播
川
械
の
地
位
が
ほ
ぼ
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
す

な
は
ち
、
①
全
国
綿
ス
・
フ
純
物
の
六
・
七
M
m
を
生
産
①
先
染
織
物
の
代

表
的
産
地
で
あ
り
③
ほ
と
ん
ど
九

G
Mが
輸
出
向
で
あ
る
点
に
あ
る
。

(
内
地
向
生
産
量
は
無
検
査
故
正
確
に
は
把
握
で
き
な
い
が
、
「
繊
維
問

一
三
五



「
高
度
経
済
成
長
」
過
程
に
お
け
る
播
州
機
業

題
」
激
化
後
、
最
近
は
三
0
1
五
Q
%
程
度
と
せ
ら
れ
る
〉
。
し
た
が
っ

て
、
ア
メ
リ
カ
の
織
紘
製
品
輸
入
規
制
政
策
、
発
展
途
上
国
の
追
上
げ
の

影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。
現
に
一
九
五
五
年
の
「
ワ
ン
ダ
ラ
l
・
ブ

ラ
ウ
ス
」
問
題
や
一
契
機
と
す
る
一
九
五
六
年
の
対
米
綿
製
品
輸
出
白
主
規

制
や
五
七
年
の
日
米
綿
製
品
協
定
に
よ
っ
て
対
米
輸
出
は
制
限
さ
れ
て
い

る
。
だ
が
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
市
場
に
お
け
る
、
香
港
、
イ
ン
ド
製
品
な
ど

の
市
場
拡
大
を
も
た
ら
し
た
。
日
本
綿
製
品
の
ア
メ
リ
カ
市
場
占
処
率
は

一
九
五
二
年
の
七
二
町
汚
か
ら
、
六

O
年
に
は
二

O
勿
に
減
少
、
香
港
、
イ

ン
ド
は
そ
れ
ぞ
れ
一
一
%
か
ら
、
一
八
%
、
一
一
%
へ
と
増
加
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
呑
港
か
ら
の
翰
出
の
一
部
に
は
日
本
製
織
布
の
縫
製
加
工
品

(
「
極
東
縫
製
」
)
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
播
州
織
は
対
米
輸

出
規
制
の
影
響
を
も
っ
と
も
早
く
か
ら
受
け
て
い
る
。

周
知
の
如
く
、
織
布
生
産
量
の
う
ち
賃
加
工
比
率
は
非
常
に
高
い
。
全

国
綿
ス
・
フ
総
生
産
額
の
う
ち
賃
織
り
比
率
は
、
一
九
六
三
年
で
五
五
・

七
Mm、
規
模
別
に
は
織
機
二

O
台
未
満
で
は
七
一
・
七
%
、
二
一

l
五
O

台
で
は
六
四
・
八
%
、
五
一

i
一
O
O台
で
五
一
・
0
%
、
一

O
一
台
か

ら
二
一
0
0
台
で
四
八
・
五
筋
、
三

C
一
台
以
上
で
は
四
五
・
七
%
が
賃
織

り
で
あ
り
、
小
規
模
ほ
ど
安
織
り
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
品
種
別
に

は
、
合
成
繊
維
織
物
の
賃
加
工
率
は
七
四
・
七
%
で
最
高
で
あ
り
、
ス
フ

機
物
は
五
三
・
七
%
、
綿
織
物
は
五
二
・
七
労
で
あ
る
。
搭
州
織
は
綿
中

心
で
あ
る
が
、
賃
織
の
比
率
は
、
全
国
平
均
よ
り
は
る
か
に
高
い
(
表

2
1

「
播
州
全
体
で
は
九
五
%
が
完
全
な
賃
織
業
者
で
、
若
干
で
も
糸
賀
縞
売

ハ
2
)

を
行
っ
て
い
る
機
業
は
全
体
の
六
%
」
で
あ
り
生
産
量
全
体
で
も
、
九
三

表 2

95.6 

81.1 

92.5 48.5 101台~300台

85.9 45.7 301台以上

一
一
二
六

93.1 
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64.8 

51.0 

計

(注) 全国貨織比率は綿スフ織物製造業実態調査悉皆

票による (38年年間〉。通商産業省繊縫局綿麻業

課口高スフ織物業実態調査報告書L(1964年 9月〉

18べージ。

捲州、!賃織比率は，

20台以下

21台r-J 50台

51台~100台

55.7 t.. 
ロ

-
一
%
が
賃
織
で
あ
り
、
残
り
の
七
%
弱
が
糸
買
分
で
あ
る
。

(

2

)

兵
庫
県
世
間
ヱ
労
働
部
・
播
州
織
援
興
対
策
協
議
会
『
播
州
織
』

五
年
一
一
月
U
o

一
七
九
t
八

0
ペ
ー
ジ
。

こ
の
賃
加
工
形
態
の
「
元
方
資
本
」
は
紡
頒
(
商
社
)
資
木
で
め
る
が
、

産
地
織
布
業
が
、
直
接
、
「
一
見
方
資
本
」
の
支
配
下
に
あ
る
の
で
は
な

い
。
他
の
産
地
に
も
み
る
ご
と
く
播
州
機
業
に
お
い
て
も
、
「
元
方
資
本
↑

ザ
ン
宅
ト

に
よ
る
中
小
機
業
の
支
配
は
、
「
産
一
元
」
と
よ
ば
れ
る
商
業
資
本
を
媒

〔
一
九
六
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「
高
度
経
済
成
長
」
過
程
に
お
け
る
搭
州
機
業

介
者
に
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
紡
績
独
占
資
本
に
よ
る
中
小
機
業
管
理
・

収
奪
の
形
態
で
あ
る
。
「
産
元
」
の
規
模
は
表
3
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
産
元
」
は
搭
州
織
物
商
協
同
組
合
を
組
織
し
て
お
り
、
組
合
員
数

は
、
一
九
七
一
年
四
月
現
在
二
七
社
で
あ
る
。
組
合
員
で
、
製
品
の
ほ
ぼ

八

o
v
d強
を
取
扱
っ
て
お
り
、
ま
た
、
十
大
紡
傘
下
の
組
合
員
で
七

O
M

以
上
を
取
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
他
に
、
非
組
合
員
(
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
〉

と
し
て
七

O
社
ほ
ど
の
「
産
一
元
」
が
存
在
す
る
。
支
配
権
を
も
つ
の
は
大

手
「
産
元
」
で
あ
る
。

大
規
模
化
し
た
機
業
者
も
、
原
糸
購
入
か
ら
製
品
販
売
ま
で
の
一
貫
経

(
3
)
 

常
化
は
悶
難
で
あ
る
た
め
「
産
元
」
化
す
る
傾
向
が
強
い
。

(

3

)

『
播
州
織
』
一
三
五
、
一
三
八
ペ
ー
ジ
。

紡
績
資
本
、
輸
出
商
社
か
ら
注
文
を
と
っ
た
地
元
商
社
1
「
産
光
一
は

紡
績
資
本
か
ら
供
治
さ
れ
た
原
糸
を
染
色
企
業
に
染
色
加
工
を
発
注
し

(
「
並
元
」
染
色
織
布
加
エ
の
い
く
つ
か
の
生
産
工
程
を
確
立
し
て

い
る
企
業
も
あ
る
)
、
織
布
業
者
に
織
加
工
を
委
託
す
る
。
織
布
業
者
は

指
定
さ
れ
た
品
種
の
織
物
や
一
指
定
さ
れ
と
加
工
賃
で
織
ろ
。
こ
れ
が
、
播

州
織
布
業
者
の
経
済
的
特
徴
の
一
つ
で
あ
り
、
企
業
」
家
と
し
て
の
自
立
的

(
4
)
 

な
活
動
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

(
4
)

さ
き
の
『
播
州
織
』
の
執
筆
者
船
曳
中
淳
氏
は
一
九

O
=一
年
か
ら
四
一
ニ
年

(
綿
リ
ン
グ
制
実
施
)
ま
で
は
、
機
業
者
が
組
合
(
多
可
郡
縞
木
綿
業
組
合
、

播
州
織
同
業
組
合
、
播
州
織
工
業
組
合
)
を
テ
コ
に
、
金
融
機
関
門
播
州
織
信

用
生
産
購
買
販
売
締
合
↓
西
脇
商
業
銀
行
)
、
輸
送
機
関
(
播
州
鉄
道
↓
現
在
国

鉄
加
占
川
線
)
を
設
立
し
、
県
立
試
験
場
の
誘
致
に
よ
っ
て
、
商
業
資
本
を
圧

七



「
高
度
経
済
成
長
」
過
程
に
お
け
る
播
州
機
業

倒
す
る
力
を
持
ち
、
産
業
資
本
と
し
て
の
地
位
を
固
め
、
財
閥
資
本
に
対
抗
し

な
が
ら
、
自
決
権
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
「
反
独
占
闘
争
史
」
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
一
九
四

O
年
西
脇
商
業
銀
行
の
剥
奪
(
↓
神
戸
銀
行
西
脇
支
后
)
、

指
州
鉄
道
の
国
鉄
吸
収
ハ
一
九
四
三
年
)
と
つ
ぎ
つ
ぎ
に
経
済
的
基
礎
を
奪

取
さ
れ
、
問
屋
制
商
業
資
本
に
下
機
選
別
権
が
与
え
ら
れ
、
「
紡
績
資
本
を
頂

点
と
す
る
代
行
業
者
|
専
属
業
者
非
専
属
業
者
下
機
労
働
者
」
の
序
列

が
編
成
さ
れ
、
独
占
資
本
の
支
配
網
が
確
立
し
て
い
っ
た
、
と
し
て
い
る
ハ
「
播

州
機
業
の
存
立
形
態
に
つ
い
て
|
|
紡
績
資
本
の
系
列
的
支
配
の
推
進

l
l」

兵
庫
県
労
働
研
究
所
『
労
働
研
究
』
二
一
一
四
号
、
一
九
五
九
年
三
月
、
三

t
四

ペ
ー
ジ
。
『
披
州
織
』
八
四

t
八
九
ペ
ー
ジ
)

三
匙
元
」
と
「
元
方
資
本
」
と
の
関
係
も
、
密
接
な
も
の
と
、
浮
動
的

な
も
の
種
々
あ
り
、
「
元
方
資
本
」
の
代
行
者
的
な
も
の
と
、
独
立
し
て

商
業
一
出
動
を
お
こ
な
う
も
の
と
あ
る
が
「
元
方
紡
績
や
商
社
に
ま
る
が
か

(

5

)

 

え
に
さ
れ
て
い
る
産
元
は
比
較
的
少
い
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
つ
名
実
と
も

に
糸
町
員
の
縞
売
を
行
う
の
は
播
州
産
一
冗
の
う
ち
で
も
中
小
、
零
細
商
社
に

多
一
く
、
い
わ
ば
信
用
力
の
低
さ
の
た
め
に
原
糸
の
前
受
け
が
で
き
な
い
企

(
5
)
 

業
」
が
多
い
と
い
わ
れ
る
。

(
5
〉
「
産
元
」
の
元
方
資
本
に
対
す
る
関
係
を
、
『
播
州
織
』
は
①
「
産
一
元
」

の
「
完
全
責
任
型
」

i
富
士
紡
、
日
京
坊
、
倉
緒
、
敷
紡
、
日
紡
、
大
阪
五
綿

六
社
系
統
。
②
チ

l
ム
・
プ
ロ
ダ
グ
シ
ヲ
ン
氾
東
洋
紡
、
鐙
紡
、
大
和
紡
、

回
呉
羽
紡
型
。
①
系
列
の
断
続
型
新
訪
、
新
々
紡
、
中
小
貿
易
商
社
、
ス
フ

系
統
に
分
類
し
て
い
る
。
①
は
「
産
元
」
の
信
用
力
の
強
い
も
の
か
、
紡
績
に

た
い
し
比
較
的
強
い
力
を
持
つ
ば
あ
い
で
、
ま
た
、
織
布
、
染
色
、
加
工
業
者

の
掌
握
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
②
は
加
工
賃
は
安
定
し
て
い
る

八

が
、
下
機
賃
ま
で
紡
績
に
決
定
さ
れ
(
「
産
一
見
」
の
受
取
る
手
数
料
は
、
紡
績

の
支
払
う
加
工
貨
の
六
銘
が
限
度
、
条
件
に
よ
っ
て
巽
る
が
八
%
を
こ
え
る
こ

と
は
な
い
と
い
わ
れ
る
〉
「
産
元
」
は
下
機
管
理
の
代
行
者
に
す
ぎ
な
い
「
東

洋
紛
裂
」
。
原
則
と
し
て
「
産
元
」
制
を
Jh
防
止
し
、
捕
時
世
一
六
者
を
相
手
に
し
、
複

数
「
崖
元
」
を
競
争
さ
せ
て
ヱ
貨
を
庄
迫
し
、
故
高
の
利
潤
を
確
保
す
る
鐘
紡

裂
な
と
に
わ
か
れ
る
。
③
は
中
小
「
産
一
川
」
に
多
く
形
式
的
に
は
「
一
見
方
資
本
」

と
の
契
約
相
手
に
、
西
脇
五
綿
一
二
社
を
た
て
、
(
信
叫
あ
る
中
小
「
度
一
元
」

は
別
)
「
通
り
口
銭
」
を
支
払
う
。
〈
間
一
一

O

二
七
ペ
ー
ジ
)

一
見
方
資
本
別
発
注
品
一
旦
を
み
る
に
、
播
州
織
へ
の
発
注
卒
中
十
大
紡
の
占

処
卒
(
一
九
六
六
年
)
は
約
半
分
の
四
八
広
畑
、
一
億
四
、
七
二
五
万
平
方
メ

ー
ト
ル
で
あ
り
、
と
く
に
旧
呉
羽
紡
〈
一
九
六
六
年
京
洋
紡
と
合
併
)
は
、

全
体
の
一

o
m、
三
、
一

O
六
万
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
ほ
ぼ
、
五
綿

六
社
の
発
注
量
に
相
当
し
て
い
る
。
と
れ
に
つ
づ
い
て
、
東
洋
紡
が
全
体

の
九
・
七
%
、
鐘
紡
が
九
・
六
%
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
、
紡
績
資
本
は
、
さ
き
に
ふ
れ
た
と
う
り
、
「
産
元
」
を
通

し
て
、
織
布
企
業
に
発
注
す
る
。
「
産
一
元
一
は
「
直
轄
工
場
一
を
中
心
に
、

多
く
の
織
布
企
業
を
支
配
し
て
い
ろ
。
一
九
六
五
年
の
全
「
産
一
冗
」
の

「
直
結
工
場
」
数
は
二
二
工
場
で
あ
り
、
京
均
織
機
合
紋
は
一
口
五
台
で
あ

る
。
一
九
六
五
年
播
州
織
布
業
に
お
け
る
織
機
一

0
0
台
以
上
所
有
工
場

数
は
二
三
工
場
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
よ
り
み
て
、
産
地
で
の
大
手
織
布
工
場

は
ほ
と
ん
ど
直
轄
工
場
で
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
「
主
た
る
連
繋
工

場
」
数
は
七
八
一
、
平
均
織
機
台
数
は
二
四
台
、
「
フ
リ

i
工
場
し
は
、
当

然
重
復
計
算
さ
れ
て
い
る
が
、
一
、
凶
二
九
工
場
で
あ
り
、
織
機
台
数
は



三
O
台
平
均
で
あ
る
(
播
州
織
構
造
改
善
工
業
組
合
資
料
〉
。
一
般
的
に

い
っ
て
、
播
州
織
の
大
手
織
布
企
業
は
、
紡
績
・
商
社
・
「
産
元
」
の
直

接
支
配
下
に
お
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
小
規
模
工
場
は
、
「
主
た
る
連
繋

工
場
」
、
「
フ
リ

l
工
場
」
で
あ
り
、
輸
出
1
需
要
U
生
産
量
増
減
に
応

じ
て
、
受
注
量
の
増
減
幅
の
大
き
い
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
。

す
で
に
み
た
ご
と
く
、
生
産
量
の
停
滞
、
ま
た
の
ち
に
み
る
ご
と
く
加

工
賃
の
低
下
、
生
産
費
、
と
く
に
労
賃
の
上
昇
の
も
と
で
、
機
業
は
零
細

化
し
、
そ
の
数
は
増
加
し
た
。
家
族
労
働
力
を
中
心
と
す
る
肉
体
消
磨
的

低
加
工
賃
で
の
、
受
注
競
争
H
H

「
残
存
競
争
」
は
機
業
者
間
の
団
結
を
困

難
に
し
て
い
る
。
と
く
に
、
全
加
工
数
量
の
減
少
し
た
時
に
は
競
争
は
は

げ
し
い
。
「
辛
じ
て
経
営
が
維
持
さ
れ
る
程
度
に
獅
子
の
わ
け
前
に
あ
ず

(
6
)
 

か
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
規
定
さ
れ
る
「
産
元
」
は
、
機
業
者
間
競
争
を
利

用
し
て
元
方
資
本
に
よ
る
上
か
ら
の
圧
迫
を
機
業
に
転
化
し
て
き
た
。

(

6

)

船
曳
淳
、
前
掲
、
三
二
ペ
ー
ジ
。

「
産
元
」
は
、
加
工
量
が
減
少
し
て
も
、
零
細
織
布
企
業
の
競
争
に
よ

る
加
工
賃
の
引
下
げ
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
ま
で
は
量
の
減
少
に
よ
る
利

潤
減
を
カ
バ
ー
す
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
六
九
年
か
ら
七
O
年
に
、
生
産

量
(
輸
出
検
査
量
)
は
九
七
%
に
減
少
し
た
の
み
で
あ
る
が
、
加
工
賃
は

七
O
%
に
低
下
(
六
九
年
一

oー
一
一
一
月
平
均
↓
七
O
年
一
O
一
一
一
月

平
均
)
し
た
(
播
州
織
工
業
協
同
組
合
資
料
)
。
輸
出
価
格
は
上
昇
し
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
差
額
を
収
奪
す
る
商
社
、
「
産
元
」
の
利
潤
は
、

生
産
量
減
少
の
故
に
か
え
っ
て
増
加
す
る
と
い
う
機
構
に
な
っ
て
い
る
。

長
年
播
州
機
業
に
関
す
る
研
究
を
発
表
し
て
こ
ら
れ
た
船
曳
淳
氏
は
、

「
高
度
経
済
成
長
」
過
程
に
お
け
る
播
州
機
業

措
州
機
業
の
発
展
は
、
機
業
者
の
団
結
、
「
産
元
」
と
機
業
者
の
団
結
に

よ
る
「
反
独
占
闘
争
に
立
ち
向
う
以
外
に
約
束
さ
れ
な
い
」
と
し
て
お
ら

(
7
)
 

れ
る
。
だ
が
、
現
実
に
お
け
る
播
州
織
布
業
は
、
生
産
量
停
滞
の
も
と
で

機
業
者
聞
の
激
し
い
受
注
競
争
が
お
こ
な
わ
れ
、
「
産
元
」
に
よ
る
機
業

の
収
奪
が
激
化
し
て
い
る
。

(
7
〉
船
曳
淳
前
掲
、
五
ペ
ー
ジ
。

業
者
の
団
結
の
場
と
し
て
、
協
同
組
合
が
重
視
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、

(
8
)
 

産
地
で
経
済
的
支
配
力
の
お
お
き
い
「
産
元
」
染
色
織
布
を
兼
営
す

る
業
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「
産
元
」
の
組
合
で
あ
る
播
州
織
商
業
協
同
組

合
、
播
州
染
色
協
同
組
合
、
播
州
織
工
業
協
同
組
合
の
指
導
的
立
場
に
あ

り
、
当
然
、
協
同
組
合
活
動
(
た
と
え
ば
「
産
元
」
に
た
い
す
る
織
布
業

(
9
)
 

者
の
加
工
賃
値
上
げ
要
求
な
ど
)
を
困
難
な
ら
し
め
て
い
る
。

(

8

)

一
九
六
三
年
度
の
法
人
申
告
所
得
ベ
ス
ト
・
テ
ン
は
、
染
色
五
社
、
「
産

元
」
三
社
、
織
布
・
「
産
一
見
」
兼
業
一
社
、
他
一
社
で
あ
っ
た
(
西
脇
青
年
会

議
所
経
済
委
員
会
『
人
手
不
足
に
悩
む
搭
州
織
の
現
状
』
(
「
西
脇
市
!
現
状
と

将
来
|
第
一
編
」
)
一
九
六
四
年
、
五
七
ペ
ー
ジ
)
。
一
般
に
、
支
配
力
を
も
っ

て
い
る
の
は
「
産
元
」
商
社
、
染
色
工
場
、
織
布
工
場
を
経
蛍
す
る
一
貫
企
業

(
名
目
的
に
は
分
離
し
た
別
企
業
だ
が
)
で
あ
り
、
代
表
的
な
も
の
は
、
桑
村

繊
維
、
小
沢
繊
維
な
ど
で
あ
る
。

(
9
)

「
播
織
工
業
組
合
の
理
事
者
が
織
布
専
業
者
で
な
く
、
染
工
場
や
産
元
を

兼
ね
た
い
わ
ゆ
る
二
足
の
わ
ら
じ
を
は
い
て
い
る
者
が
多
い
の
は
現
在
で
も
同

様
で
あ
り
、
業
界
全
体
の
利
益
と
自
社
の
利
益
と
の
二
者
択
一
の
場
合
は
自
社

の
利
益
に
重
点
が
お
か
れ
る
e

a

強
力
な
値
上
げ
運
動
を
期
待
す
る
に
は
相
当

の
無
理
が
あ
り
・
と
く
に
、
理
事
者
の
立
場
の
明
確
を
要
求
す
る
戸
が
強

九



表 4 先染綿ギンガム輸出量および輸出価格

綿 ギ ン ガ L、

|輸 |同時 iSY品 l同開輸出総額 出量 (1960=100) 輸出 (1960=100) 

100万ドル 100万SY ドノレ
1950 2.9 15.2 0.189 85.5 

1952 3.2 14.6 18.8 0.217 98.2 

1953 5.8 32.3 41.7 0.181 81. 9 

1954 8.5 47.5 61.3 0.178 80.5 

1955 16.7 86.7 111.8 0.193 I 87.3 

1956 22.9 113.4 146.2 0.202 91.4 

1957 16.4 81.1 104.6 0.202 91.4 

1958 13.7 65.0 83.8 0.210 95.0 

1959 14.9 69.0 88.9 0.215 97.3 

1960 17.1 77.6 100.0 0.221 100.0 

1961 17.6 80.6 103.9 0.218 98.6 

1962 20.4 87.9 113.4 0.232 105.0 

1963 19.1 80.5 103.8 0.238 107.7 

1964 18.0 76.1 98.1 0.236 106.8 

1965 21.7 91.8 118.3 0.237 107.2 

1966 20.4 84.7 109.2 0.241 109.0 

1967 15.8 69.7 89.8 0.227 102.7 

1968 16.5 62.9 81.1 0.263 119.0 

1969 15.4 53.2 68.5 131.2 

1970 11.8 39.5 50.9 0.300 135.7 

四
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「
高
度
経
済
成
長
」

過
程
に
お
け
る
播
州
機
業



い
」
(
向
、
五
六
ペ
ー
ジ
)

ま
た
、
賃
織
工
費
の
研
究
は
す
べ
て
「
産
元
」
大
手
の
組
織
H
播
州
織
物
商

協
で
行
わ
れ
て
い
る
(
同
三
五
ペ
ー
ジ
)
た
め
、
織
布
業
者
の
受
け
取
る
加
工

貨
は
「
合
理
的
」
な
最
低
限
水
準
に
圧
下
さ
れ
る
。

一
九
六

O
年
頃
ま
で
は
、
織
布
業
者
が
、
染
工
場
へ
、
原
糸
を
染
加
工
に
発

注
し
、
染
工
賃
を
支
払
い
、
ま
た
、
織
り
上
っ
た
布
は
、
仕
上
加
工
場
へ
、
加

工
発
注
し
、
加
工
賃
を
支
払
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
現
在
は
す
べ
て
「
産
元
」

が
一
括
し
て
支
払
う
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
九
五
五
年
頃
、
対
米

輸
出
ギ
ン
ガ
ム
の
大
量
受
注
の
と
き
、
一
つ
の
織
布
工
場
で
全
ロ
ッ
ト
を
生
産

不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
「
産
元
」
が
染
色
・
加
工
場
と
直
接
契
約
し
、
機
屋
は

数
企
業
に
分
散
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
た
(
西
脇
青
年
会
議
所
、
前
掲
、
五
六

ペ
ー
ジ
)
と
も
い
わ
れ
、
一
九
五
六
年
「
ワ
ン
ド
ル
・
ブ
ラ
ウ
ス
」
問
題
と
同

時
に
発
生
し
た
硫
化
ブ
ラ
ッ
ク
の
槌
色
問
題
を
契
機
と
す
る
(
『
播
州
織
』
一

O
二
ペ
ー
ジ
)
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
一
般
の
織
布
業
者
の
、
「
産

元
」
、
染
工
場
、
加
工
工
場
に
た
い
す
る
地
位
は
相
対
的
に
さ
ら
に
弱
体
化

し
、
ま
た
大
手
織
布
業
者
を
か
ね
る
「
産
元
」
の
直
接
支
配
力
は
、
織
布
業
者

の
み
な
ら
ず
、
染
工
場
、
加
工
工
場
に
た
い
し
て
も
強
化
さ
れ
て
き
た
の
で
あ

る
。
染
工
場
、
加
工
工
場
は
、
産
地
で
は
大
規
模
な
企
業
が
多
く
、
播
州
織
の

染
色
企
業
で
構
成
し
て
い
る
兵
庫
県
繊
維
染
色
工
業
協
同
組
合
の
組
合
員
二
六

社
(
一
九
七
一
年
)
中
、
資
本
金
一
億
円
一
社
、
五
、

0
0
0万
円
以
上
一
社
、

一、

0
0
0万
円
以
上
九
社
、
五

O
O万
円
以
上
四
社
で
計
一
五
社
で
あ
り
、

「
産
元
」
を
兼
ね
る
織
布
業
者
を
除
け
ば
-
般
の
織
布
業
者
よ
り
、
大
規
模
と

い
え
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
染
工
場
も
、
大
手
紡
績
の
系
列
下
企
業
が
多
い
。
播

州
織
構
造
改
善
協
同
組
合
の
資
料
に
よ
る
と
、
旧
呉
羽
紡
系
"
第
一
染
工

K
-

K
H
資
本
金
八
、

0
0
0万
、
従
業
員
二
三
ニ
名
(
染
色
部
門
の
み
、
加
工
部

「
高
度
経
済
成
長
」
過
程
に
お
け
る
播
州
機
業

jfj 

(10ポンド当リ円)
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播州織染色加工賃の動向
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表 5

n
h
u
 

nhυ 

ハ叫，
ν

司
自
ム 1971 

560 
( 65.9) 

850 
(100.0) 

450 
( 84.9) 

注 T・Cはテトロン (3596)コットン (65%)の混紡(播州織染色工業

協同組合資料)

780 
( 91. 8) 

820 
( 86.5) 

830 
( 97.6) 

500 
( 94.3) 

520 
( 98.1) 

520 
( 98.1) 

530 
(100.0) 

I~~:I 

綿糸

T.C 

四



「
高
度
経
済
成
長
」
過
程
に
お
け
る
播
州
機
業

門
別
)
。
東
洋
紡
系
"
東
洋
染
色

K

・
K
(加
工
部
門
あ
り
て
小
沢
染
工

K

・

K

(東
洋
紡
系
の
「
産
元
」
商
社
で
、
織
布
工
場
も
経
営
、
染
色
の
み
の
別
企

業
で
資
本
金
入

O
O
万
円
、
従
業
員
五
七
名
)
、
村
徳
染
工

K
-
K
(資
本
金

八

O
O
万
円
、
従
業
員
一
六
一
名
)
、
さ
ら
に
加
工
企
業
に
東
洋
布
吊

K
-
K

が
あ
る
。
ユ
ニ
チ
カ
系
に
オ
リ
エ
ン
タ
ル
織
物

K

・K
(
資
本
金
一
一
、

0
0
0

万
、
染
色
従
業
員
三
九
名
、
加
工
部
門
兼
営
〉
が
あ
る
。

以
上
の
ご
と
く
、
大
手
の
織
布
業
者
は
同
時
に
「
産
元
」
で
あ
り
、
染
色
業

者
で
あ
り
、
加
工
業
者
で
あ
り
、
一
般
の
織
布
業
者
を
縦
横
に
支
配
し
て
い

る
。
さ
き
に
ふ
れ
た
、
「
産
一
万
」
か
ら
、
染
色
企
業
、
加
工
企
業
へ
の
工
賃
直

接
支
払
い
方
式
(
一
般
の
織
布
業
者
の
地
位
の
相
対
的
低
下
)
へ
の
移
行
は
、

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
染
色
企
業
相
互
間
の
設
備
投
資
競
争
は
六
五
年
以
降
激
化
し
、
加
工
数

量
減
少
過
程
で
、
織
布
業
同
様
に
染
色
加
工
賃
の
低
下
に
よ
る
受
注
競
争
が
激

化
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
染
色
工
業
組
合
で
は
、
染
色
代
「
協
定
」
化
の
方

向
に
あ
る
が
、
「
系
列
」
と
組
合
の
矛
盾
で
、
ま
た
相
互
間
競
争
で
、
成
功
は

疑
問
で
あ
る
。
だ
が
、
織
布
業
者
に
比
し
数
が
少
な
い
た
め
協
定
は
よ
り
容
易

で
あ
ろ
う
。
ま
た
協
定
さ
れ
た
ば
あ
い
の
し
わ
ょ
せ
は
一
般
の
機
業
に
く
る
。

機
業
の
分
化

付

加
工
賃
、
労
賃
、
生
産
性
の
変
遷

品
種
別
織
加
工
原
価
は
、
一
九
六
五
年
会
計
事
務
所
試
算
で
、
ギ
ン
ガ

ム
三
四
円
四
九
銭
(
『
播
州
織
』
四

O
三
ペ
ー
ジ
)
播
州
織
構
造
改
善
工

業
協
同
組
合
の
資
料
で
も
ギ
ン
ガ
ム

l
一
二
四
円
強
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
た
い
し
て
、
一
九
六
五
年
の
ギ
ン
ガ
ム
の
平
均
織
加
工
賃
は
二
八
円
で

四

ギンガム加工原価試算

γ ガム

播州織構造改善工業協同組合資料

1. 38 

1.24 

34.07 

注〉試算原価は1965年

3.90 

4.33 

円
21.66 

1.56 

ギ

費

減価償却費

一般管理費

その他経費

巴バけ川リエ↑

費

務

ヰオ

計

表 6

金

糊

労

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
通
常
の
経
営
を
お
こ
な
っ
て
は
、
赤
字
の
出
る
織

加
工
賃
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
ギ
ン
ガ
ム
織
加
工
賃
が
三
四
円
以
上
に
上

昇
し
た
の
は
、
一
九
六
九
年
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
外
の
年
の
織
加
工
賃

は
、
こ
の
算
出
原
価
以
下
で
あ
る
。
取
引
条
件
の
標
準
化
が
遅
れ
て
お

り
、
受
注
し
て
い
て
も
、
他
に
高
い
加
工
賃
の
仕
事
が
あ
る
と
、
契
約
を

破
棄
し
て
高
工
賃
の
仕
事
に
移
る
た
め
織
工
貨
を
決
定
し
な
い
で
発
受
注

を
す
る
こ
と
も
あ
り
、
工
賃
格
差
も
大
き
い
(
『
播
州
織
』
四
二
ペ
ー
ジ
)

ギ
ン
ガ
ム
以
外
の
播
州
織
の
主
要
生
産
品
目
で
あ
る
ド
ピ

l
の
織
加
工

賃
は
、
ギ
ン
ガ
ム
織
加
工
賃
の
低
下
に
よ
っ
て
生
産
者
が
増
加
し
た
た
め
、

低
下
し
、
現
在
は
、
ジ
ャ
ガ
ー
ド
織
工
賃
が
低
下
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
ら

品
種
の
織
工
賃
も
ギ
ン
ガ
ム
織
工
賃
の
変
動
と
と
も
に
変
動
す
る
。

ギ
ン
ガ
ム
織
工
賃
と
労
賃
の
変
化
を
考
察
し
よ
う
。
織
加
工
賃
は
、
表



(円〉

|織.:r.~ i 労貢(初任給) J、正、、 ア 額

1959 15 3 ， 500~4 ， 000 

1960 18 6，000 

1961 22 8，500 

1962 22.5 9，000 (男〉 (平均〉 (女〉

1963 23.5 10，300 2，500 

1964 25 13，000 3，500 2，700 

1965 28 13，700 1，950 

1966 26 15，000 V100 

1967 28 17，000 2，620 

1968 29 19，500 4，100 

1969 32 22，500 6 ， 400~6 ， 500 3，800 

1970 37 25，500 7，600 4，700 

1971 27 29，500 7 ， 900~8 ， 200 4，800 

1972 31，500 

播州織における織工賃(年平均)，初任給とベア額の変化表 7

「
高
度
経
済
成
長
ー
一
過
程
に
お
け
る
播
州
機
業

注〕初任給(15才〉は1960年以降全企業同額である。ベア額は定昇部分を含
まない。(全織同盟播織支部資料)。織工賃はギンガム (47インチ帽， 1 
50本打込)(播州織構造改善工業組合資料)

7
よ
り
あ
き
ら
か
に
、
一
九
六
一

1
六
四
年
に
い
た
る
間
は
、
対
前
年
増

加
率
は
非
常
に
低
い
。
六
五
年
の
生
産
量
増
加
期
の
上
昇
率
は
高
い
。
概

し
て
生
産
増
加
率
の
高
い
年
は
織
工
賃
も
高
く
な
る
の
は
当
然
で
あ
ろ

う
。
だ
が
、
最
前
の
一
九
七

O
年
の
織
加
工
賃
の
三
七
月
や
-
一
、
一
九
六

O

年
の
平
均
一
八
円
と
比
較
す
る
に
二
情
に
な
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ

れ
に
た
い
し
て
労
賃
額
は
一
九
六

O
年
以
降
の
一
一
年
間
に
初
任
給
で
四

-
一
一
五
倍
に
上
昇
し
て
い
る
。
労
賃
額
は
、
令
織
何
叩
捕
州
械
産
菜
労
働

組
合
協
議
会
が
、
一
九
六

O
年
以
降
、
全
業
程
(
染
色
、
織
布
、
加
工
〉

の
全
企
業
統
一
交
渉
で
決
定
し
て
い
る
た
め
、
業
経
別
、
規
模
別
貸
銀
格

差
は
な
い
@
た
だ
し
、
一
時
金
は
六
五
六
年
ま
で
は
統
一
交
渉
℃
決
定

さ
れ
て
い
た
が
、
以
後
、
業
種
別
・
規
模
別
の
偲
別
文
淡
に
破
口
し
た
。

な
お
、
労
組
側
は
「
一
時
金

1
賃
銀
の
後
払
い
」
と
規
定
し
、
経
蛍
者
側

は
「
一
時
金

1
利
益
配
分
」
と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
都
市
部
山
間
部

間
で
は
賃
銀
格
差
が
あ
る
(
兵
庫
県
労
働
基
準
局
一
九
七
一
年
詞
六
五
)
。

ーl

均
給
与
額
の
資
料
不
足
の
た
め
、
ヘ
・
ア
卒
の
算
出
は
不
可
訟
で
あ

る
が
、
年
々
ほ
ぼ
一

0
1
一
五
銘
程
度
の
ベ
・
ァ
率
に
な
っ
て
い
る
で

あ
ろ
う
。
以
上
よ
り
、
賃
銀
の
上
昇
率
は
、
織
加
工
賃
上
昇
率
の
ほ
ぼ
二

倍
の
上
昇
率
を
示
し
て
い
る
。
加
工
費
の
う
ち
、
労
務
誌
の
占
め
る
比
率

は
、
五
三
年
か
ら
六
三
年
ま
で
に
三
四
%
か
ら
五
二
銘
(
ギ
ン
ガ
ム
)

へ
、
二
九
%
か
ら
四
九
%
ハ
ジ
ャ
ガ
ー
ド
)
へ
と
増
加
し
て
い
る
(
兵
庫
県

商
工
部
『
ハ
リ
マ
繊
維
セ
ン
タ
ー
建
設
診
断
勧
告
書
』
一
九
四
ペ
ー
ジ
)

「
高
度
経
済
成
長
」
は
重
化
学
工
業
部
門
へ
の
超
重
点
融
資
!
イ
ン
フ
レ

政
策
を
支
位
の
一
っ
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
た
。
重
工
業
品
の

一
四
三



「
高
度
経
済
成
長
」
過
程
に
お
け
る
播
州
機
業

多
い
卸
売
商
品
の
価
格
上
昇
率
は
、
重
化
学
工
業
が
生
産
性
上
昇
に
よ
っ

て
生
産
費
上
昇
分
を
吸
収
し
た
た
め
低
か
っ
た
が
、
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
生

産
費
上
昇
分
を
労
働
生
産
性
の
上
昇
で
吸
収
し
え
な
か
っ
た
軽
工
業
品
、

消
費
資
料
生
産
部
門
の
生
皮
物
が
多
数
を
占
め
る
消
費
者
物
価
は
上
昇
し

た
。
価
格
が
上
昇
し
て
も
、
需
要
日
生
産
の
増
加
し
た
部
門
で
は
、
低
生

産
性
企
業
も
存
続
し
え
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
播
州
織
布
業
者
は
、
イ
ン

フ
レ
に
よ
る
生
産
費
上
昇
分
を
吸
収
し
う
る
ほ
ど
に
労
働
生
産
性
宏
上
昇

さ
せ
え
な
か
っ
た
し
(
需
要
|
生
産
量
が
ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
に
あ
っ
た
播

川
織
に
お
い
て
、
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
物
価
上
昇
分
を
吸
以
す
る
ほ
ど
の
坐

産
怯
上
昇
は
、
過
半
数
の
会
菜
の
倒
産
を
も
た
、
り
し
た
て
あ
ろ
う
〉
、
ま

た
、
原
料
も
、
市
場
も
、
完
全
に
独
占
資
本
に
掌
握
さ
れ
て
い
る
た
め
、

ま
た
、
織
布
業
者
聞
の
過
当
競
争
の
た
め
に
、
生
産
費
上
昇
に
応
じ
て
織

加
工
賃
を
引
上
げ
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
間
の
労
働
生
産
性
上

昇
度
は
大
体
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
全
国
の
綿
ス
・
フ
業
の
生
産
性
上
昇
を
み
よ
う
。

織
布
生
産
工
程
は
、
準
備
〈
経
糸
、
緯
糸
)
て
程
、
織
機
工
程
、
仕
よ

工
程
に
分
類
さ
れ
る
。
綿
ス
・
フ
織
物
業
の
工
程
別
労
働
時
間
は
労
働
省

『
労
働
生
産
性
統
計
調
査
報
告
』
で
は
表
8
の
と
う
り
で
あ
る
。
も
っ
と

も
所
要
時
間
の
多
い
の
は
、
織
機
工
程
で
あ
り
、
全
所
要
労
働
時
間
の
ほ

ぼ
五
一
一
一
筋
を
占
め
、
つ
い
で
、
経
糸
準
備
エ
程
が
、
多
く
の
時
間
を
占
め

て
い
る
。
ま
た
、
生
産
ヱ
程
別
一

O
O台
当
り
配
置
人
員
を
み
る
に
、
表

9
の
と
お
り
で
あ
る
。
糸
準
備
工
程
と
工
程
共
通
の
省
力
化
が
顕
著
で
あ

る
が
、
織
機
自
体
の
省
力
化
は
余
り
進
ん
で
い
な
い
。
織
機
持
台
数
は
、

一
四
四

普
通
織
機
で
一
八
台
、
自
動
織
機
(
符
替
)
で
四

O
台
、
自
動
織
機
(
管

替
)
で
四
ニ
ム
口
で
あ
る
。
と
く
に
、
労
働
生
産
性
の
上
昇
し
た
部
門
は
、

間
接
工
程
で
あ
る
が
、
直
接
工
程
で
は
、
仕
上
七
程
で
あ
る
。
六
二
年
か

ら
の
七
年
間
に
、
全
工
程
所
要
労
働
時
間
は
六
六
・
七
Mm
に
低
下
し
て
い

る
〈
と
く
に
綿
糸
は
合
成
繊
維
よ
り
弱
く
、
生
産
性
が
低
い
〉
。

播
州
織
〈
1
先
染
織
〉
に
お
け
る
労
働
生
産
性
は
自
生
地
織
と
こ
と
な

り
、
ド
ビ

l
、
ジ
ャ
ガ
ー
ド
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
現
在
の
播
州
織
に
お

け
る
も
っ
と
も
一
般
的
な
品
種
で
あ
る
ギ
ン
ガ
ム
に
お
い
て
も
整
経
・
緯

糸
・
織
布
工
程
共
、
非
常
に
労
働
集
約
的
で
あ
る
。
兵
庫
県
繊
維
工
業
指

導
所
に
よ
る
と
、
終
戦
直
後
ギ
ン
ガ
ム
生
産
の
ば
あ
い
の
一
人
あ
た
り
の

級
機
持
台
数
は
一
二
同
台
で
あ
り
、
平
均
回
転
数
は
一
三

O
回
で
あ
り
、

幅
は
三
六
四
四
イ
ン
チ
が
ぽ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
経
糸
切
れ

の
ば
あ
い
の
白
動
停
止
装
置
(
ス
ト
ッ
プ
・
モ
ー
シ
ョ
ン
)
が
開
発
さ

れ
、
六

O
年
に
は
、
一
人
持
台
数
は
平
均
六
台
と
な
り
、
幅
も
一
二
ハ
イ
ン

チ
幅
は
な
く
な
り
、
四
回
|
五
二
イ
ン
チ
幅
と
な
り
、
回
転
数
も
一
三
五

一
五

O
固
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
緯
糸
の
ア
ィ
!
ラ

I
装
置
(
緯
糸
が

完
全
に
無
く
な
る
以
前
に
機
械
を
と
め
る
)
の
開
発
に
よ
り
、
現
在
一

O

ム
口
平
均
持
っ
て
い
る
。
ま
た
幅
も
五
六
イ
ン
チ
で
、
回
転
数
も
平
均
一
五

O
回
転
と
増
加
し
た
。
た
だ
、
装
置
複
雑
化
に
伴
い
装
作
に
時
間
を
と
り
、

糸
切
れ
も
多
く
な
る
ド
ピ

i
、
ジ
ャ
ガ
ー
ド
の
ば
あ
い
は
、
持
台
数
は
、

ギ
ン
ガ
ム
よ
り
一
割
程
度
減
少
し
、
回
転
数
も
、
ジ
ャ
ガ
ー
ド
で
平
均
一

一一

O
回
転
、
ド
ピ
ー
で
一
凶

O
回
転
と
、
ギ
ン
ガ
ム
に
比
し
少
い
。
ま

た
、
全
品
種
を
耳
じ
て
、
平
均
稼
動
率
は
、
糸
切
れ
、
そ
の
他
の
時
間
の



表 8 生産工程別1000m'当リ所要労働時間(全国〉

工 程 1962 1969 69/62 

労働省『労働生産性統計調査報告』

労働省『労働生産性統計調査報告』

表10 織機種類別 1人平均持台数と 1台1時間当り糸切れ本数

普通級機 17.91 

一人平均持台数 | 自動織機(梓替) 39.63 

自動織機(管替) 41.86 

普通織憐 2.02 

四
自動織機(符替) 0.70 

五 自動織険(管替) 0.93 

労働省『労働生産性統計調査報告]1965年版



「
高
度
経
済
成
長
」
過
程
に
お
け
る
播
州
機
業

た
め
、
平
均
八
五
銘
程
度
で
あ
る
。

播
州
織
の
ば
あ
い
、
全
国
例
の
ご
と
き
労
働
生
産
性
の
統
計
資
料
は
な

い
。
加
工
賃
と
労
貨
の
関
係
は
す
で
に
み
た
ご
と
く
で
あ
り
、
そ
の
生
産

品
種
よ
り
し
て
、
全
国
守
均
よ
り
、
よ
り
労
働
集
約
的
で
あ
り
、
も
っ
と

も
労
働
時
間
の
か
か
る
織
機
工
程
で
み
る
に
先
染
ギ
ン
ガ
ム
、
ド
ピ

l
、ジ

γ
ガ
l
ド
な
ど
の
ゆ
え
に
、
全
国
平
均
価
刷
機
持
台
数
の
約
半
分
か
ら
四
分

の
一
で
あ
り
、
終
戦
後
か
ら
現
在
ま
で
に
、
一
人
当
り
織
機
持
台
数
は
ほ

ぼ
二
・
五
倍
に
増
加
し
た
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、

労
賃
上
昇
を
吸
収
し
う
ほ
ど
の
生
慢
性
よ
昇
で
な
い
。
(
た
だ
し
、
高
能

率
織
機
の
導
入
と
原
糸
に
よ
り
ジ
ャ
ガ
ー
ド
白
生
地
織
で
一
人
当
り
織
機

持
台
数
が
二
日
台
、
先
染
ギ
ン
ガ
ム
で
二
八
台
の
企
業
も
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
労
働
生
産
性
は
、
織
機
の
一
人
当
り
持
台
数
の
み
で
は
か
ら
れ
る
も
の

で
は
な
く
織
幅
と
織
機
回
転
数
、
品
質
な
と
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
持
合
致
の
増
加
で
、
生
産
性
上
昇
率
は
ほ
ぼ
推
定
可
能
で
あ
る
)

こ
の
よ
う
に
、
機
業
の
危
機
は
、
加
工
賃
の
圧
下
と
生
産
費
、
と
く
に

労
賃
の
上
昇
に
よ
っ
て
、
年
々
深
化
し
て
い
る
。
だ
が
、
企
業
規
模
、
生

産
怯
の
高
低
に
よ
っ
て
、
危
機
へ
の
対
応
の
方
法
は
乙
と
な
る
。

(コ

織
機
台
数
別
工
場
数
の
変
遷

一
九
六
凶
年
、
播
州
機
業
の
企
業
規
模
別
黒
字
機
莱
数
と
赤
字
機
業
数

の
比
率
は
表
口
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
l
九
ム
口
の
零
細
規
模
企
業
で
は
赤

字
企
業
は
少
な
い
が
、
一
O
i
一
九
台
で
一
一
一
一
・
五
%
、
二
O
l
二
九
台

で一ニ

0
・
二
俗
、
五
の
台
以
上
で
は
三
O
%
が
赤
字
企
業
と
な
っ
て
い

一
四
六

る
。
ま
た
、
年
代
別
に
み
て
も
、
一
九
五
八
年
に
比
し
六
四
年
に
は
、
赤

字
企
業
率
が
二
倍
近
く
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
織
布
企
業
の
関
廃
業
率

も
高
く
、
一
九
五
五
年
か
ら
六
四
年
の
九
年
間
に
一
一
九
六
企
業
が
廃
業

(
凶
)

し
、
一
二
七
六
企
業
が
開
業
し
て
い
る
。
と
く
に
、
九
台
以
下
が
増
加
し
、

一
O
台
以
上
が
減
少
し
て
い
る
。

ハ
叩
)
兵
庫
県
商
工
労
働
部
・
熔
州
織
振
興
対
策
協
議
会
『
搭
刈
織
』
一
九
四
べ

!
ジ
、
一
九
六
五
年
。

新
規
開
業
企
業
者
に
は
、
「
勤
め
て
い
た
会
社
か
ら
独
立
し
た
が
、
一
台
一

O
万
而
も
す
る
よ
う
な
権
利
を
買
う
余
裕
も
な
く
、
悪
い
こ
と
と
は
知
り
な
が

ら
細
々
と
無
籍
織
機
を
動
か
し
て
い
る
零
細
業
者
」
〈
『
西
脇
時
報
』
一
九
七
一

年
九
月
、
九
六
九
号
〉
が
あ
り
、
七
月
以
降
九
月
ま
で
の
播
織
協
組
の
調
査
で

は
二
七
企
業
ゃ
っ
ち
七
企
業
は
全
織
機
が
無
登
録
〉
一
四
O
台
が
無
登
録
織
機

で
あ
っ
た
ハ
同
)

播
州
織
布
企
業
数
は
、
一
九
六
O
年
H
一
、
O
二
一
二
か
ら
、
一
九
六
九

年
H
一
、
四
O
七
へ
と
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
規
模
別
増
加
状
況
は
表
時

の
と
お
り
で
あ
る
。
一
二
O
台
以
上
規
模
工
場
は
六
五
年
頃
よ
り
減
少
傾
向

に
向
っ
て
い
る
。
織
機
台
数
二
九
台
以
下
、
と
く
に
家
族
労
働
力
中
心
の

九
台
以
下
の
企
業
が
増
加
し
て
い
る
、
一

C
C台
以
上
所
有
企
業
は
、
六

七
年
以
降
減
少
傾
向
に
あ
り
、
上
層
、
下
層
と
も
に
増
加
し
た
石
川
産
地

の
同
時
期
の
傾
向
と
は
異
る
ハ
丹
野
平
三
郎
稿
「
高
度
経
泌
成
畏
過
程

に
お
け
る
北
陸
機
業
の
変
貌
と
再
編
成
l
殊
に
石
川
産
地
を
中
心
と
し
て

|
」
日
本
経
済
政
策
学
会
年
報
一
九
集
)
。
(
も
ち
ろ
ん
、
織
機
台
数
の
み

で
は
企
業
規
模
を
正
確
に
し
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
同
じ
普
通
総
機
で



表
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播
州

機
業

の
純

損
益

状
態

(39
・
3
末
ー
単
位
千
円
〉

黒
字

機
業

所
得

な
赤

字
機

業
総

数
平

均
規

模
機

業
数

[
純

益
総

額
[
平
均
純
益

し
の
企
業

機
業

数
|

純
損

総
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平
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1960 

1965 

1969 

一
四
八

業
収
入
と
農
業
収
入
が
了
度
半
分
の
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
。
さ
ら
に

川
都
市
近
郊
農
村
的
性
格
を
持
つ
地
方
(
加
西
〉
で
は
、
農
業
収
入
と
、汽

胞
)

男
子
の
工
業
地
帯
へ
の
就
労
、
女
手
の
機
業
労
働
収
入
が
特
徴
的
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

(
日
)
こ
の
地
帯
の
中
心
地
、
兵
庫
県
多
可
郡
中
町
に
お
け
る
農
業
と
織
布
業
の

詳
細
な
調
査
資
料
と
し
て
、
京
都
大
学
農
学
部
農
林
経
済
学
教
室
『
機
ひ
び
く

国
関
(
播
州
織
機
業
地
帯
に
お
け
る
農
家
経
済
の
変
貌
過
程
)
l
l兵
庫
県
多

可
郡
中
町
の
実
態
分
折

l
l
i』
(
一
九
六
五
年
三
月
〉
が
あ
る
。

(
ロ
)
兵
庫
県
商
工
労
働
部
・
播
州
織
振
興
対
策
協
議
会
、
前
掲
、
四
人
べ

l

け

γ
。

こ
の
地
方
別
に
規
模
別
企
業
数
の
動
向
を
表
日
で
み
る
に
、
山
間
部
、

奥
村
部
に
お
い
て
、
零
細
規
模
企
業
数
の
増
加
率
の
高
い
乙
と
が
わ
か

る
。
黒
田
庄
、
北
播
、
野
聞
が
こ
れ
で
あ
る
。
同
時
に
個
人
企
業
の
増
加

率
も
た
か
い
。
す
な
わ
ち
、
都
市
近
郊
農
村
的
性
格
の
地
帯
で
は
、
世
附
布

業
以
外
の
収
入
源
が
あ
る
が
、
山
間
部
、
農
村
部
に
お
い
て
は
、
ぞ
れ
が

困
難
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
「
高
度
経
済
成
長
」
期
の
、
労
働
力
折
出
政
策

で
あ
る
農
業
基
本
法
農
政
下
に
お
け
る
、
農
業
の
破
壊
と
、
同
じ
く
、

「
高
度
経
済
成
長
」
過
程
の
労
働
賃
銀
上
昇
、
織
加
工
貨
の
停
滞
下
に
お

け
る
播
州
織
有
企
業
の
後
退
が
、
零
細
織
布
業
の
確
立
要
因
で
あ
る
こ
と

を
み
る
の
で
あ
る
。
新
設
企
業
の
ほ
と
ん
ど
が
、
耐
震
家
三
九
六
四
年
新

設
企
業
の
四

0
・
七

M
H農
家
兼
業
)
と
織
布
業
の
保
全
工
(
六

O
年
以

降
、
新
規
開
業
二

O
六
企
業
中
一
問
。
企
業
が
、
保
全
工
出
身
の
一
1

九

ム
口
〉
に
よ
る
。
こ
の
後
者
は
労
働
者
の
零
細
業
者
化
で
あ
る
。
こ
れ
ら
零
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「
高
度
経
済
成
長
」
過
程
に
お
け
る
播
州
機
業

播州機業規模別年次別兼業率

規 模 年 企業総数 兼 菜

1~9 台 1955 201 53 
1964 282 126 44.6 

1O~19台
1955 234 65 27.8 
1964 377 177 46 8 

20~29台 1955 127 17 13.7 
1964 104 59 36.0 

1955 105 22 21.0 
30~49台

1964 118 34 28.8 

50~99合
1955 40 5 12.5 
1964 51 12 23.6 

1955 16 0.0 
100台~ 1964 21 6 28.6 

A口、 1955 720 162 22.5 
1964 1，013 414 40.8 

表15

一
五

O

55年は，加西・播州織協組を除く。兵庫県『播州織~ 191ページ。

細
織
布
業
は
当
然
兼
業
を
必
要
と
す
る
。
一
九
五
五
年
か
ら
、
六
四
年
ま

で
の
間
の
、
織
機
所
有
台
数
別
兼
業
率
は
表
日
の
と
う
り
で
あ
る
。
年
代

が
新
ら
し
く
な
る
に
従
っ
て
、
か
っ
、
規
模
が
小
さ
く
な
る
に
し
た
が
っ

て
、
兼
業
率
の
高
い
こ
と
は
説
明
を
要
し
ま
い
。

(
門
川
)
『
播
州
織
』
四

0
ペ
ー
ジ
。

さ
ら
に
補
足
す
る
な
ら
ば
、
農
家
に
よ
る
新
一
設
織
布
業
者
は
、
屋
地
で

は
も
っ
と
も
技
術
を
必
要
と
し
な
い
ギ
ン
ガ
ム
を
生
産
す
る
。
し
た
が
っ

て
ま
た
、
ギ
ン
ガ
ム
織
工
賃
は
一
番
圧
下
さ
れ
る
。
指
州
織
布
業
に
お
け

る
家
放
労
働
者
率
は
六
五
年
で
二
三
%
程
度
(
捕
織
構
造
改
善
工
業
組
合

資
料
〉
で
あ
る
。
ま
た
家
族
労
働
故
、
長
時
間
労
働
を
お
こ
な
う
が
、
播

州
織
構
造
改
善
工
業
組
合
は
、
二
交
代
制
以
上
の
作
業
を
禁
止
し
、
監
視

員
を
も
う
け
て
い
る
。
し
か
し
、
内
地
向
は
検
査
不
要
の
た
め
、
長
さ
で

の
生
産
制
限
(
二
部
制
で
一
日
一
台
一
、
三
七
二
ヤ
ー
ド
、
一
部
制
で
八

二
四
ヤ
ー
ド
一
九
五
七
年
〉
は
困
難
で
あ
り
深
夜
操
業
も
お
こ
り
、
7
る。

こ
の
家
族
労
働
力
中
心
の
企
業
数
増
加
と
相
互
関
係
に
あ
る
も
の
に
、

織
布
準
備
工
程
、
す
な
わ
ち
、
紹
取
、
糊
付
、
繰
返
、
管
巻
、
整
担
艇
な
ど

の
下
請
へ
の
外
注
が
あ
る
〈
織
布
労
働
者
不
足
に
と
も
な
う
、
織
布
企
業

よ
り
の
準
備
設
備
売
却
ま
た
は
貸
付
に
よ
る
開
業
日
時
ぃ
〉
。
こ
れ
は
、

労
賃
上
昇
、
労
働
力
の
減
少
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
個

別
的
に
も
、
全
体
的
に
も
準
備
工
程
お
よ
じ
加
工
工
程
の
回
定
資
本
の
節

約
が
可
能
で
あ
る
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
。

(
日
比
)
整
経
機
一
台
に
普
通
四
丁
格
子
付
織
機
二
四
台
を
保
有
し
、
「
合
理
化
」

の
進
ん
だ
企
業
で
も
、
紹
繰
エ
(
女
)
一
一
一
名
、
管
巻
工
(
女
〉
三
名
、
整
経
エ



(
女
〉
一
名
、
糊
付
工
(
男
)
一
名
、
保
全
工
(
男
)
一
名
、
織
布
工
(
女
〉

六
名
、
検
反
エ
他
(
女
)
四
名
、
合
計
一
九
名
(
男
子
三
名
、
女
子
一
六
名
)

を
必
要
と
す
る
。
(
『
人
手
不
足
に
悩
む
播
州
織
の
現
状
』
四
六
ペ
ー
ジ
『
播
州

織
』
一
九
五
ペ
ー
ジ
)
。

若
年
労
働
力
走
中
心
と
す
る
労
働
力
不
足
と
、
労
賃
上
昇
に
と
も
な
う
播
州

織
布
業
自
体
の
雇
用
能
力
不
足
の
た
め
、
新
採
用
者
を
も
含
め
て
、
労
働
者
、

と
く
に
女
子
労
働
者
数
は
減
少
し
て
い
る
。
新
卒
就
職
者
は
六

O
年
に
約
三
、

0
0
0
名
で
あ
っ
た
が
、
一

O
午
後
の
七

O
年
に
は
約
三

O
O名
と
な
り
十
分

の
一
に
減
少
し
て
い
る
。

ま
た
、
女
子
労
働
者
総
数
も
、
一
九
六

O
年
を
最
高
に
、
減
少
し
て
い
る
。

播
州
織
の
中
心
地
で
あ
る
西
脇
市
の
総
人
口
は
六

O
年
に
四
一
一
、
二
三
八
名
、

七
一
年
に
ほ
、
コ
一

λ
、
六
五
九
名
で
あ
る
が
、
男
子
は
一
六
、
六

O
五
名
か
ら

一
七
、
九
五
四
各
に
増
加
し
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、
女
子
は
二
五
、
六
三
三

名
か
ら
二

O
、
七

O
五
名
に
減
少
し
て
い
る
(
西
脇
市
市
長
公
室
『
に
し
わ

き
』
)
こ
と
が
こ
れ
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
組
合
員
の
減
少
で
、
解
散
・
消
滅
す
る
組
合
数
が
多
い
じ
六
八

年
か
ら
七

O
年
ま
で
に
企
業
合
併
で
四
、
組
合
員
数
減
少
で
一
入
、
企
業
倒
産

で
一
組
合
、
計
二
三
組
合
が
解
散
・
消
滅
し
た
(
全
繊
同
盟
播
織
農
業
労
組
資

料
〉
。
組
合
お
よ
び
組
合
員
数
も
、
六
二
年
に
は
約
八

O
組
合
H
入
、
五

0
0

名
で
あ
っ
た
が
、
七
一
年
に
は
六
九
組
合
H
一二、

O
五
七
名
で
あ
る
。

準
備
工
程
を
下
請
に
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
織
布
企
業
の
労
働
時
間
は

半
減
す
る
。
同
時
に
、
整
経
機
一
ム
口
織
機
二
四
台
と
い
う
、
機
械
体
系

に
こ
だ
わ
る
必
要
性
も
稀
薄
と
な
る
。
だ
が
農
家
の
主
婦
な
ど
の
内
職
で

お
こ
な
わ
れ
、
出
来
高
払
い
制
で
あ
る
た
め
、
「
一
般
的
な
傾
向
と
し
て
、

「
高
度
経
済
成
長
」
過
程
に
お
け
る
播
州
機
業

外
注
に
よ
っ
て
準
備
作
業
の
な
き
れ
た
品
は
、
自
家
工
場
の
も
の
と
比
較

(

国

)

し
て
織
布
工
程
で
の
糸
切
れ
、
そ
の
他
は
数
段
悪
く
な
っ
て
い
る
」
と
い

わ
れ
る
。
こ
の
た
め
高
級
品
に
は
む
か
な
い
。
ま
た
糸
切
れ
な
ど
の
た
め

生
産
性
も
低
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
工
場
で
準
備
工
程
を
お
こ
な
う

大
手
と
の
生
産
性
格
差
は
拡
大
す
る
。

コ
ス
ト
面
で
も
、
当
初
は
自
家
工
場
で
お
こ
な
う
よ
り
安
価
で
あ
っ
た

が
、
一
九
六
四
年
一
一
月
に
は
整
経
業
者
の
整
経
協
会
が
発
足
し
、
そ
の

後
他
の
業
種
で
も
、
下
請
業
者
の
団
体
が
発
足
し
、
そ
の
地
位
は
相
対
的

(
時
)

に
強
化
さ
れ
、
現
在
で
は
コ
ス
ト
的
に
も
、
自
家
工
場
で
お
こ
な
う
よ
り

割
高
と
な
っ
て
い
る
。

〔
国
)
西
脇
車
問
字
会
議
所
経
済
委
員
会
『
入
手
不
足
に
悩
む
織
州
織
の
現
状
』

(
『
西
脇
市
現
状
と
将
来
』
第
一
編
)
一
九
六
四
年

(
日
山
)
整
経
業
を
開
業
す
る
た
め
の
必
要
資
金
は
一
九
六
四
年
で
七
五
万
人
、

O

0
0
円
、
中
古
品
で
五

O
万
円
、
労
働
者
は
整
経
女
子
労
働
者
一
人
、
総
取
り

釘
働
者
一
人
、
雑
役
的
労
働
者
一
人
で
充
分
で
あ
り
、
年
間
一

O
O万
円
以
上

の
純
益
を
あ
げ
る
業
者
も
あ
り
。
一
台
持
ち
か
ら
、
二
台
持
ち
へ
と
大
規
模
化

し
、
「
産
…
元
」
と
織
布
業
者
の
仲
介
的
機
能
さ
え
も
っ
て
く
る
ハ
兵
庫
県
商
工

労
働
部
・
婚
州
織
振
興
対
策
協
議
会
、
前
掲
、
三

O
二
ペ
ー
ジ
)
と
い
わ
れ

る
。
準
備
工
程
下
請
企
業
の
、
織
布
業
者
に
よ
る
支
配
か
ら
、
「
産
元
」
に
よ

る
支
配
!
独
占
資
本
の
直
接
指
揮
下
へ
の
統
一
が
進
行
し
て
い
る
。

一
方
で
は
、
こ
の
よ
ウ
に
織
布
企
業
の
零
細
化
が
進
行
す
る
と
と
も

に
、
他
方
で
「
合
理
化
」
が
促
進
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
、
労
賃

の
上
昇
に
と
も
な
い
自
家
労
働
力
中
心
で
、
し
か
も
、
加
工
貨
の
低
位
に

一五



コ
品
度
経
済
成
長
」
過
程
に
お
け
る
搭
州
機
業

耐
え
る
た
め
に
、
肉
体
消
磨
的
長
時
間
労
働
を
お
こ
な
う
家
内
労
働
力
中

心
の
零
細
経
営
が
増
加
し
、
他
方
、
大
手
は
労
働
生
産
性
を
上
げ
、
労
働

生
産
性
の
高
い
分
野
(
生
地
)
へ
の
品
種
転
換
な
ど
を
お
こ
な
う
。

零
細
経
営
の
所
得
水
準
を
み
て
み
よ
う
。
ギ
ン
ガ
ム
(
エ
ス
テ
ル

1
六

五
%
、
コ
ッ
ト
ン
U

一
ニ
五
%
で
、
一
イ
ン
チ
間
に
タ
テ
糸
八

O
本
、
ヨ
コ

糸
七

O
本
、
幅
三
六
イ
ン
チ
規
格
)
加
工
賃
は
、
一
九
七

O
年
三
月
頃
に

は
三
五

i
三
八
円
で
あ
っ
た
が
、
四
月
以
降
、
月
平
均
五
円
程
度
低
下

し
、
六
月
に
は
二
五
円
、
七
、
八
月
に
は
二
二

t
二
三
円
に
低
下
し
た
。

こ
の
二
二
円
か
ら
、
準
備
工
程
(
糊
付
、
整
経
)
代
と
し
て
、
一
ヤ
ー
ド

当
り
八
円

l
一
口
円
を
支
払
い
、
織
布
業
者
の
残
額
は
二
一
円

1
一
五
円

と
な
る
。
一
時
間
に
一
台
の
織
機
で
平
均
三
ヤ
ー
ド
製
織
で
き
る
た
め
、

一
二
時
間
で
三
六
ヤ
ー
ド
、
織
機
一

O
台
あ
れ
ば
三
六

0
ヤ
ー
ド
、
手
取

一
二
円
の
ば
あ
い
一
日
四
、
一
二
二

O
円
、
電
気
代
一
日
三
二

O
円
と
仮
定

し
て
四
、

0
0
0円
程
度
の
工
賃
と
な
る
。
一

O
台
は
ギ
ン
ガ
ム
の
ば
あ

い
、
準
備
工
程
を
下
請
に
出
し
て
も
二
人
の
労
働
力
を
必
要
と
す
る
。
一

人
二
一
時
間
、
二
人
で
二
四
時
間
の
労
働
時
間
で
、
一
時
間
当
り
一
六
七

円
(
ヱ
賃
三
八
円
の
ば
あ
い
は
四
三
七
円
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
機
械
設

備
の
償
却
費
消
耗
品
費
な
ど
を
除
外
し
て
算
出
し
た
鋲
で
あ
り
、
こ
れ
を

考
慮
す
る
と
機
業
者
の
取
り
分
は
さ
ら
に
少
な
く
な
る
。
一
九
七
一
年
現

在
、
播
州
織
に
お
け
る
二
二
才
勤
続
四
年
の
女
子
労
働
者
の
刀
給
は
三
八
、

0
0
0円
で
あ
る
。
こ
れ
は
月
二
四
・
五
日
(
一
九
六
時
間
)
の
計
算
で

あ
る
か
ら
時
間
当
り
一
九
四
円
と
な
る
。
こ
の
額
よ
り
少
い
。
時
間
当
り

一
六
七
円
の
給
料
は
一
七
才
勤
続
一
年
の
女
子
労
働
者
の
賃
銀
(
除
一
時

一五

金
)
よ
り
ほ
ん
の
一
寸
多
い
額
で
あ
る
。
さ
ら
に
B
反
(
要
再
検
査
品
)

は
加
工
賃
が
半
額
と
な
り
、

C
反
(
不
合
格
品
)
は
機
業
者
の
寅
取
り

(
フ
エ
ン
ツ
犀
に
、
糸
代
の
八

O
M
m
l経
費
の
六
一
心
筋
で
売
却
)
と
な
る
。

ギ
ン
ガ
ム
専
業
者
は
少
な
く
、
他
品
種
の
加
工
賃
で
経
営
を
維
持
す
る
。

こ
の
程
度
の
加
工
貨
は
、
八
時
間
労
働
で
は
労
働
力
の
再
生
産
費
に
は

達
し
な
い
額
で
あ
り
、
零
細
機
業
者
は
不
変
資
本
部
分
の
「
食
い
つ
ぶ

し
」
と
、
肉
体
消
磨
的
長
時
間
労
働
に
よ
っ
て
生
活
し
て
い
る
。
こ
の
傾

向
は
、
生
産
性
上
昇
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
家
内
労
働
力
中
心
の
生
産
者
に

対
抗
で
き
な
い
小
規
模
(
五

O
台
i
一
O
一
リ
ム
口
)
企
業
を
苦
境
に
お
と
し

入
れ
、
こ
れ
ら
の
落
層
化
を
促
進
し
た
。

播
州
織
布
業
者
で
の
大
手
企
業
は
、
現
在
、
業
村
繊
維
、
ォ
ザ
ワ
機
維

徳
岡
商
庖
に
代
表
さ
れ
る
。
各
企
業
は
搭
州
織
の
代
表
的
な
三
品
種
の
う

ち
一
品
種
を
主
要
生
産
品
種
と
し
て
市
場
を
分
割
し
て
い
る
。
桑
村
繊
維

は
、
十
数
年
前
ま
で
は
織
機
一

O
O台
程
度
で
オ
ザ
ワ
繊
維
の
下
請
工
場

で
あ
っ
た
が
、
オ
ザ
ワ
か
ら
の
仕
事
を
切
ら
れ
た
と
き
、
独
力
で
の
市
場

閥
発
を
必
要
と
し
、
ジ
ャ
ガ
ー
ド
織
の
専
門
商
社
伊
藤
忠
〈
旧
呉
羽
紡

糸
)
と
結
合
し
、
ジ
ャ
ガ
ー
ド
専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
道
を
歩
ん
で
き

た
。
現
在
資
本
金
六
、
八

O
O万
円
、
従
業
員
数
五
五

O
名
、
織
機
四
四

六
ム
口
で
あ
り
、
ジ
ャ
ガ
ー
ド
設
備
で
は
日
本
一
と
い
わ
れ
る
。
同
社
は
、

設
備
改
良
と
と
も
に
「
受
注
生
産
て
乞
「
見
本
生
産
」
に
切
換
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
経
糸
標
準
化
な
ど
、
「
受
注
生
産
」
で
は
不
可
能
な
生
産
工

程
の
合
理
化
を
追
求
し
生
産
性
を
高
め
て
来
た
。
ま
た
下
請
企
業
数
一
五

Q
(織
機
台
数
約
一
口
一
山
一
八
)
台
)
を
支
配
し
、
主
と
し
て
、
ジ
ャ
ガ
ー
ピ



の
中
・
下
級
品
、
小
ロ
ッ
ト
品
種
を
下
請
に
だ
し
て
い
る
。
自
社
工
場
で

は
、
後
染
ジ
ャ
ガ
ー
ド
を
合
め
大
ロ
ッ
ト
品
を
生
産
し
て
い
る
。
現
在
播

州
ジ
ャ
ガ
ー
ド
生
産
量
の
八
O
%
以
上
を
占
め
、
年
商
四
O
億
円
と
い
わ

れ
る
。
さ
ら
に
別
会
社
に
桑
村
商
事
K
-
K
(
「
産
元
」
)
と
、
六
一
年
以

降
畜
産
・
食
品
加
工
企
業
、
桑
村
畜
産
セ
ン
タ
ー

(
K
-
K
〉
を
経
蛍

し
、
ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
を
生
産
し
て
い
る
。

オ
ザ
ワ
繊
維
は
、
桑
村
繊
維
の
「
産
元
」
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
戦

前
か
ら
の
蓄
積
の
あ
る
企
業
で
、
現
在
資
本
金
、
八
、

0
0
0万
円
の
二

五
銘
を
東
洋
紡
が
、
二
五
%
を
兼
松
江
商
(
マ
リ
モ
機
の
輸
入
総
代
理
底
)

が
、
他
の
五
O
%
を
オ
ザ
ワ
系
で
占
め
て
い
る
。
戦
後
、
技
術
者
で
も
あ

っ
た
先
代
社
長
は
ダ
マ
ス
ク
・
テ
ー
ブ
ル
・
ク
ロ
ス
を
開
発
し
、
対
米
輸

出
を
増
加
さ
せ
、
現
在
ド
ピ

l
織
を
主
要
品
種
と
し
て
お
り
、
同
時
に
カ

ー
テ
ン
な
ど
の
室
内
装
飾
品
の
チ
ョ
ッ
プ
品
(
自
社
商
標
品
)
を
生
産
し

て
い
る
。
ま
た
こ
の
室
内
装
飾
品
と
結
合
し
て
住
宅
産
業
部
門
に
も
進
出

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
レ
ジ
ャ
ー
部
円
で
あ
る
ボ
ー
リ
ン
グ
場
も
三
つ
開

設
(
『
西
脇
時
報
』
七
一
年
九
月
、
九
六
七
号
)
し
、
「
オ
ザ
ワ
・
グ
ル
ー

プ
」
を
形
成
し
て
い
る
。
住
宅
部
門
、
レ
ジ
ャ
ー
部
門
へ
の
資
本
投
資

は
、
織
布
部
門
か
ら
の
転
換
l
撤
退
と
も
み
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ド

ピ
l
織
の
レ
ピ
ア
織
機
数
十
台
(
一
台
一
一
一

1
四
O
O
万
円
)
と
編
み
組
み

機
マ
リ
モ
を
四
台
(
合
計
一
億
円
)
導
入
し
、
ド
ピ
ー
を
主
軸
と
し
な
が

ら
も
不
織
布
的
な
も
の
へ
品
種
転
換
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
資
本
を
他

産
業
部
門
へ
投
資
す
る
と
同
時
に
、
織
布
部
門
で
も
一
方
で
は
ド
ピ

i
織

を
生
産
し
な
が
ら
、
他
方
従
来
の
播
織
品
種
か
ら
の
転
換
を
は
か
つ
て
い

「
高
度
経
済
成
長
」
過
程
に
お
け
る
播
州
機
業

る
。
ま
た
播
州
と
大
阪
で
下
請
企
業
数
約
二
五
O
(
織
機
台
数
四
、

0
0

0
)
を
支
配
し
、
ド
ビ

l
の
中
・
下
級
品
を
下
請
発
注
し
て
い
る
と
い
わ

れ
る
。
年
商
五
O
億
円
、
材
料
費
を
考
え
る
と
一
O
O
億
円
と
な
る
。
生

地
織
で
は
規
模
拡
大
に
伴
い
、
従
業
員
数
は
減
少
す
る
が
、
先
染
で
は
、

困
難
で
あ
る
。
と
く
に
ジ
ャ
ガ
ー
ド
、
ド
ピ

l
は
、
労
働
集
約
的
で
あ
り

「
労
働
力
不
足
」
と
も
か
ら
ん
で
、
下
請
化
率
が
高
く
な
る
。
こ
の
た
め

に
桑
村
、
オ
ザ
ワ
共
に
下
請
化
率
が
高
い
。

徳
岡
商
庖
は
、
資
本
金
は
一
O
O
万
円
で
あ
る
が
、
織
機
台
数
は
最
高

時
U

六
六
O
台
、
構
造
改
善
事
業
に
よ
る
設
備
合
理
化
で
、
現
在
五
八
八

台
、
織
布
工
も
最
高
時
1
二
O
O
人
、
現
在
、
一
七
五
人
に
減
少
し
た

が
、
播
州
で
最
大
の
企
業
の
一
つ
で
あ
る
。
生
産
品
種
は
も
っ
と
も
大
量

生
産
が
可
能
な
ギ
ン
ガ
ム
で
あ
り
、
現
在
月
産
量
は
約
七
五
万
ヤ
ー
ド
で

あ
る
。
同
社
の
方
針
は
ギ
ン
ガ
ム
の
み
の
大
量
生
産
方
式
に
あ
り
、
簡
単

な
工
程
の
大
量
ロ
ッ
ト
品
種
を
受
注
し
、
生
産
量
上
昇
を
目
的
と
し
て
い

る
。
織
機
持
台
数
は
一
人
当
り
二
八
台
で
播
州
の
標
準
と
さ
れ
る
一
O
台

(
兵
庫
県
繊
維
指
導
所
〉
の
三
倍
近
く
で
あ
る
。
同
社
の
拡
大
過
程
は
、
播

州
の
水
準
を
大
幅
に
上
ま
わ
る
生
産
性
と
、
大
部
分
を
大
阪
の
商
社
か
ら

直
接
受
注
し
て
い
る
点
と
、
加
工
工
場
を
兼
営
し
て
い
る
(
先
染
織
物
総

加
工
量
一
二
O
万
ヤ
ー
ド
、
う
ち
白
工
場
分
七
五
万
ヤ
ー
ド
)
点
と
、
大

量
発
注
を
横
汗
と
す
る
染
加
工
賃
の
切
下
げ
な
ど
に
あ
る
。
織
布
の
下
請

企
業
は
現
在
二
企
業
(
織
機
台
数
一
八
台
と
二
四
台
)
の
み
で
あ
る
。
将

来
は
、
時
間
当
り
生
産
量
上
昇
に
と
も
な
っ
て
増
加
す
る
B
反
ハ
現
在
総

加
工
量
の
約
二
M
m
)

の
処
理
対
策
を
も
か
ね
て
、
縫
製
工
程
ま
で
を
含
む

一一立三



「
高
度
経
済
成
長
」
過
程
に
お
け
る
播
州
機
業

一
貫
体
制
の
確
立
を
考
慮
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
中
国
縦
貫
自
動

車
道
建
設
に
伴
い
、
イ
ン
タ
ー
・
チ
ェ
ン
ジ
の
建
設
地
で
あ
る
滝
野
地
区

へ
の
ボ
ー
リ
ン
グ
場
建
設
計
画
を
持
っ
て
い
る
。

以
上
、
播
州
の
大
手
三
企
業
の
現
状
を
み
る
に
、
生
産
性
は
産
地
の
最

高
水
準
に
あ
り
播
州
織
の
代
表
品
種
で
あ
る
ギ
ン
ガ
ム
H
徳
岡
商
底
、
ジ

ャ
ガ
ー
ド

1
桑
村
繊
維
、
ド
ビ
l
H
H
オ
ザ
ワ
繊
維
と
専
門
化
が
進
み
(
オ

ザ
ワ
繊
維
は
総
生
産
量
中
ド
ピ

l
三
O
M
、
ジ
ャ
ガ
ー
ド
ニ
O
M
m
、
ギ
ン

ガ
ム
六
O
%
と
い
わ
れ
る
が
自
社
工
場
で
は
主
と
し
て
ド
ビ
!
と
丸
編
み

を
加
工
し
て
い
る
。
他
品
種
に
下
請
け
が
多
い
)
し
た
が
っ
て
。
三
企
業

の
自
社
工
場
相
互
間
の
競
合
関
係
は
薄
い
。
下
請
企
業
に
競
合
関
係
に
あ

る
中
・
下
級
製
品
の
加
工
を
さ
せ
て
い
る
。
桑
村
繊
維
、
ォ
ザ
ワ
繊
維
は

商
業
部
門
を
持
ち
、
し
た
が
っ
て
、
両
企
業
は
、
産
業
利
潤
と
同
時
に
商

業
利
潤
を
え
て
い
る
。
オ
ザ
ワ
の
製
品
の
う
ち
、
自
社
工
場
加
工
量
は
二

O
%
程
度
で
あ
る
。
ま
た
、
桑
村
繊
維
は
大
阪
、
神
戸
に
営
業
所
を
、
東

京
に
出
張
所
を
持
っ
て
お
り
、
オ
ザ
ワ
繊
維
も
東
京
、
大
阪
に
出
張
所
を

も
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
徳
岡
商
庖
は
、
下
請
企
業
は
皆
無
と

い
っ
て
よ
く
、
も
っ
ぱ
ら
設
備
近
代
化
、
生
産
性
上
昇
に
よ
る
産
業
利
潤

拡
大
の
方
向
を
と
っ
て
い
る
。
前
二
者
は
下
請
利
用
率
が
高
く
、
商
業
利

潤
拡
大
政
策
を
も
あ
わ
せ
と
っ
て
い
る
。

ま
た
転
換
、
生
産
調
整
は
容
易
で
あ
る
が
、
後
者
は
困
難
で
あ
る
。
し
か

し
、
三
者
と
も
他
産
業
部
門
へ
資
本
投
資
を
し
て
い
る
こ
と
を
見
落
し
て

は
な
ら
な
い
。

一
五
四

機
業
分
化
の
契
機
と
し
て
の
構
造
改
善
事
業

中
小
企
業
の
「
近
代
化
」
を
目
的
と
す
る
中
小
企
業
基
本
法
、
中
小
企

業
近
代
化
促
進
法
が
一
九
六
三
年
制
定
さ
れ
、
綿
ス
・
フ
織
物
業
は
、
同

年
「
特
定
織
布
業
構
造
改
善
事
業
」
業
種
に
指
定
さ
れ
た
。
こ
の
近
促
法

に
よ
っ
て
、
播
州
織
布
業
も
構
造
改
善
計
画
を
立
案
し
た
、
計
画
は
、
一

九
六
七
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
、
七
一
年
度
末
完
了
の
予
定
で
あ
り
、
全
体

計
画
の
所
要
資
金
額
は
一
二
一
五
億
六
、
九
四
九
万
一
二
、

0
0
0円
で
あ

り
、
そ
の
内
訳
は
表
団
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

特
徴
的
な
こ
と
は
、
取
引
改
善
計
画
費
と
し
て
、
一
九
億
一
、
五
七
六

万
円
を
計
上
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
一
九
七
一
年
の
糸
買
い
比

率
四
O
M
m
へ
の
平
均
伸
び
率
を
二
五
M
m
と
し
、
そ
の
コ
一
ヶ
月
分
を
積
算
根

拠
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
賃
加
工
形
態
か
ら
の
脱
却
、
内
地
市
場
へ
の
転

(
口
)

進
を
目
標
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

(
げ
)
兵
庫
県
織
物
協
同
組
合
連
合
会
『
構
造
改
善
の
あ
ら
ま
し
』

ま
た
、
労
務
対
策
事
業
費
の
九
億
五
、
五
七
九
万
三
千
円
は
、
主
と
し

て
女
子
労
働
者
の
た
め
の
高
校
、
短
大
の
設
置
、
共
同
宿
舎
、
ま
た
、
潜

在
労
働
力
確
保
の
た
め
の
託
児
所
、
保
育
所
の
設
置
な
ど
を
目
的
と
す
る

も
の
で
労
働
力
確
保
政
策
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
実
現
し
て
い
る
の

は
、
播
州
高
校
(
昼
間
定
時
制
・
午
前
午
後
二
部
制
)
の
み
で
あ
る
。

こ
れ
ら
諸
部
門
の
一
九
六
九
年
度
ま
で
の
実
績
を
資
金
使
用
額
で
み
る

と
、
共
同
施
設
関
係
が
も
っ
と
も
多
く
、
六
O
%
以
上
達
成
し
て
い
る

が
、
集
約
化
資
金
1
0
・
五
%
、
労
務
対
策
費
U

一
0
・
E
%
、
取
引
関



表16 構造改善事業所要資金の計画と実績

(単位:1000円)

「
高
度
経
済
成
長
」

全体計画 I ~の4実午度績まで I 進捗率%

織 機 4，362，749 991， 196 22.7 

ピ 織機付属設備 509，871 149，158 29.3 

ノレ 1半 f荷 機 1，329，467 381，666 28.7 

構 ド その他の設備 356，930 96，260 27.0 

資 1，312，294 750，178 57.2 
造

金 喜I司 l一地建物 996，689 734，138 73.7 

改 言十 8，868，000 3，102，596 35.0 

善
tのせ 廃 棄 資 金 412，728 95，247 20.7 

122，404 51，432 42.0 

事
549，600 2，950 0.5 

業 取引関係改善資金 1， 915， 762 287，112 15.0 

商品設備開発資金 125，620 37，339 29.7 
費

市場開拓 資 金 24，300 7，252 29.8 

労務対策費 955，793 100，544 10.5 

そのイ也事業費 1，440 

12，973，647 3，674，472 28.3 

準 制審 金 446，031 95，700 21.5 

来日 J口』 1圭 費 147，815 67，904 45.9 

3，838，076 I メ日合同 計 13，569，493 28.3 

過
程
に
お
け
る
播
州
機
業

資料兵庫県織物協同組合連合会

五
五



「
高
度
経
済
成
長
」
過
程
に
お
け
る
播
州
機
業

係
改
善
資
金
U
一
五
・
o
w
m
な
ど
は
非
常
に
低
く
、
ほ
と
ん
ど
が
二
O
%

台
の
進
捗
率
で
あ
る
。
共
同
施
設
は
、
協
同
組
合
共
同
加
工
工
場
の
移
転

・
設
備
増
強
が
な
さ
れ
た

Q

取
引
関
係
改
善
資
金
は
、
計
画
の
五
分
の
三

を
す
ぎ
た
時
点
で
、
一
一
丘
町
加
し
か
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
独
占
の
支
配
網

が
確
立
し
、
生
産
量
停
滞
と
い
う
困
難
な
事
態
の
な
か
で
、
織
布
業
者
の

協
同
組
合
に
は
「
産
元
」
を
兼
ね
る
大
手
織
布
業
者
が
加
入
し
て
お
り
、

相
当
の
支
配
力
を
持
っ
て
お
り
、
生
産
関
係
の
再
編
成
を
も
た
ら
す
取
引

関
係
の
改
善
政
策
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
る
余
地
は
少
い
で
あ
ろ
う
。

設
備
ピ
ル
ド
に
関
し
て
は
、
織
機
の
更
新
八
、
ニ
O
九
ム
口
(
織
機
の
廃

棄
台
数
二
二
、
O
八
三
台
、
う
ち
上
の
せ
廃
棄
四
、
八
七
四
台
〉
が
計
画

さ
れ
織
機
自
動
化
率
の
上
昇
を
は
か
っ
た
。
し
か
し
、
更
新
ほ
一
九
七
O

年
ま
で
に
二
、
五
O
一
台
が
な
き
れ
た
の
み
で
あ
り
、
ま
た
白
動
化
に
つ

い
て
も
、
兵
庫
県
繊
維
工
業
指
導
所
で
は
、
単
丁
(
色
〉
、
二
了
(
色
〉
の

自
動
化
は
容
易
で
あ
る
が
現
在
の
段
階
で
は
、
先
染
織
に
必
要
と
さ
れ
る

囚
丁
(
色
)
白
動
織
機
の
完
成
し
た
も
の
は
な
く
、
あ
っ
て
も
高
価
格
の

た
め
料
、
ス
フ
を
中
心
と
す
る
大
衆
商
品
を
生
産
す
る
中
小
企
業
の
投
資

能
力
を
こ
え
て
い
る
。
粋
糸
の
ラ
l
ジ
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
(
従
米
の
三
・

豆
倍
〉
に
よ
っ
て
、
先
染
で
は
自
動
化
と
大
し
て
い
法
ら
な
い
効
呆
が
あ
が

る
。
要
す
る
に
、
先
染
に
お
い
て
は
、
現
在
、
自
動
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
な

い
、
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
按
術
的
要
因
に
も
規
制
さ
れ
て
、
織
機
ピ

ル
ド
の
七
O
年
ま
で
の
累
計
達
成
率
は
三
二
了
五
%
で
あ
る
。

こ
の
織
機
の
技
術
革
新
の
遅
れ
が
、
零
細
規
模
織
布
業
の
残
存
要
因
で

も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
零
細
企
業
が
自
家
労
働
力
を
中
心
と
し
、
労
働
時

一
五
六

閣
の
延
長
に
よ
っ
て
、
革
新
織
機
を
導
入
し
て
生
産
性
よ
昇
を
は
か
る
大

規
模
企
業
と
並
存
出
来
る
程
度
の
技
術
差
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
ほ
造
改
善
事
業
は
、
こ
の
よ
う
な
零
細
機
業
と
、
生
産
性

上
昇
を
目
的
に
設
備
導
入
を
推
進
す
る
企
業
へ
の
分
化
傾
向
を
強
め
た
。

す
な
わ
ち
、
播
州
織
の
中
心
地
で
あ
る
西
脇
市
を
中
心
と
す
る
播
州
織
構

造
改
u

台
工
業
組
合
の
組
合
員
五
七
O
企
業
中
、
一
五
O
企
業
が
、
構
迄
改

善
事
業
に
と
も
な
う
近
代
化
資
金
(
中
小
企
業
近
代
化
事
業
回
目
六
O

M
m
、
県
1
一
O
%
、
残
三
O
M
m
は
組
合
の
斡
旋
に
よ
っ
て
市
中
銀
行
、
商

工
中
金
な
ど
上
り
借
入
れ
)
を
導
入
し
た
。
産
地
の
大
規
模
織
布
菜
者

は
、
億
単
位
の
資
金
を
借
入
れ
、
「
近
代
化
」
を
推
進
し
た
(
た
と
え
ば

桑
村
繊
維
の
最
近
数
年
の
設
備
投
資
額
の
八
割
以
上
が
構
造
改
善
資
金
で

あ
る
と
い
わ
れ
る
〉
。
こ
れ
の
み
で
も
、
企
業
聞
の
生
産
性
格
警
は
増
大

し
た
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
需
要
1
生
産
量
停
滞
下
で
の
生
産
能
力
の

増
加
は
、
過
剰
設
備
を
増
加
さ
せ
、
競
争
激
化
↓
加
工
貨
の
低
下
↓
零
細

(
叩
日
)

経
営
の
増
加
を
も
た
、
り
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
構
造
改
善
事
業
の
当
初
計

画
と
は
逆
に
、
集
約
化
は
進
行
せ
ず
、
零
細
企
業
を
中
心
に
工
場
数
は
増

加
し
た
。

(
国
)
特
織
法
に
よ
る
「
構
造
改
普
」
政
策
の
先
駆
を
な
す
も
の
と
し
て
、
日
本

に
お
け
る
織
布
団
地
第
一
号
で
あ
る
、
ハ
リ
マ
繊
維
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
た

(
六
三
年
六
月
)
ロ
全
員
高
卒
女
子
労
働
者
を
雇
用
し
、
短
大
を
併
殺
し
、
「
旧

一
O
大
紡
を
頂
点
と
す
る
日
本
綿
ス
・
フ
織
物
の
系
列
、
下
請
、
問
屋
体
制
を

克
服
し
て
、
自
主
独
立
の
織
布
一
貫
生
産
者
と
し
て
資
本
世
界
に
そ
の
存
在
理

由
を
明
確
し
に
し
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
パ

l
ク
L

を
建
設
す
る
(
船
曳
淳



コ
且
向
校
卒
女
子
労
務
管
理
論
序
説
」
『
労
働
研
究
』
ニ

O
九
号
、
一
一
ペ
ー
ジ
)

こ
と
が
参
加
二
一
中
小
企
業
者
の
目
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
兵
庫
県
商
工
部

『
ハ
リ
マ
繊
維
セ
ン
タ
ー
建
設
診
断
報
告
書
』
〈
一
九
六
六
・
一
〉
は
「
産
一
見
」

商
社
へ
の
隷
属
、
多
種
少
量
生
産
、
低
工
賃
か
ら
脱
却
し
、
量
産
化
、
結
合
一

貫
体
制
の
確
立
、
雇
用
事
情
の
改
善
な
ど
を
目
的
に
、
紡
績
、
合
繊
メ
ー
カ
ー

と
の
系
列
関
係
の
確
立
、
高
級
織
物
の
一
括
受
注
を
目
的
に
集
団
化
計
画
が
な

さ
れ
た
(
同
勧
告
書
一
六
二
ペ
ー
ジ
〉
と
紡
績
メ
ー
カ
ー
系
列
下
で
の
「
発
展
」

を
前
提
に
し
て
い
た
。
中
小
企
業
庁
よ
り
東
レ
の
系
列
下
へ
斡
旋
さ
れ
六
四
年

入
月
稼
動
し
た
。
し
か
し
、
六
五
年
不
況
で
、
東
レ
は
五

O
万
円
の
「
手
切
金
」

で
繊
維
セ
ン
タ
ー
を
切
り
す
て
た
。
こ
れ
で
当
初
の
目
的
で
あ
る
共
同
受
注
方

式
は
崩
壊
し
、
参
加
組
合
員
は
従
来
の
取
引
先
H

「
産
元
」
か
ら
受
注
し
、
組

合
へ
の
信
頼
と
団
結
心
が
薄
く
な
っ
た
〈
「
勧
告
書
」
一

0
ペ
ー
ジ
)
。
防
衛
庁
、

厚
生
省
へ
も
政
治
力
で
入
札
資
格
を
得
た
が
、
旧
一

O
大
紡
、
五
綿
六
社
の
専

横
の
ま
え
に
い
か
ん
と
も
し
が
た
く
、
こ
れ
ら
に
よ
る
「
市
場
分
割
支
配
体
制

は
、
強
い
通
産
国
家
権
力
を
以
っ
て
し
で
も
破
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」

(
船
曳
、
前
掲
一
一
ペ
ー
ジ
)
。
繊
維
セ
ン
タ
ー
で
二
年
間
生
活
さ
れ
た
兵
庫

県
商
工
部
の
船
曳
氏
は
こ
の
聞
の
中
小
企
業
者
の
混
乱
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
表
現

し
て
お
ら
れ
る
。
「
共
同
受
注
生
産
の
破
綻
責
任
の
な
す
り
あ
い
、
中
傷
の

連
続
、
他
人
を
蹴
落
し
て
も
自
己
を
防
衛
し
よ
う
と
す
る
む
き
だ
し
の
エ
ゴ
イ

ズ
ム
、
限
り
な
い
生
へ
の
執
着
、
面
子
と
世
間
態
に
対
す
る
執
念
1
末
期
的
病

状
に
お
け
る
中
小
企
業
者
の
姿
:
:
:
疑
心
暗
鬼
:
:
:
牽
制
、
協
調
と
進
歩
へ
の

芽
生
え
が
つ
み
と
ら
れ
て
い
く
」
ハ
同
一
二
ペ
ー
ジ
)
。
そ
し
て
「
勧
告
書
」
は

六
六
年
に
、
共
同
受
注
機
構
(
ハ
リ
マ
繊
維
K
K
)
の
強
化

i
商
社
、
メ
ー
カ

ー
か
ら
幹
部
を
導
入
し
人
的
連
繋
を
は
か
る
の
が
「
得
策
」
(
「
勧
告
書
」
一
四

ペ
ー
ジ
)
と
し
、
県
と
中
央
の
斡
旋
で
、
敷
紡
傘
下
と
な
っ
た
。
敷
紡
は
大

「
高
度
経
済
成
長
」
過
程
に
お
け
る
播
州
機
業

阪
、
城
北
工
場
を
数
十
億
円
で
売
却
し
同
工
場
の
織
機
三
五
六
台
と
従
業
員

を
、
三
億
円
。
っ
ち
一
億
円
は
出
資
金
)
と
専
務
外
三
名
の
役
員
と
と
も
に
送
り

込
み
、
自
社
の
兼
業
織
布
部
門
か
ら
の
撤
退
と
助
成
金
の
獲
得
を
は
か
っ
た
。

い
ま
や
、
当
初
か
ら
の
組
合
員
は
五
名
を
残
す
の
み
で
、
敷
紡
系
の
組
合
員
が

一
一
名
参
加
し
て
い
る
。
協
同
組
合
を
協
業
組
合
に
し
、
ス
ル

1
ザ
な
ど
の
新

鋭
織
機
を
構
造
改
善
資
金
で
導
入
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
「
独
占
・
大
企
業

の
下
請
工
場
育
成
費
用
を
、
国
お
よ
び
地
方
自
治
体
が
資
金
の
肩
替
り
し
、
推

進
し
て
い
る
」
(
逸
見
啓
「
地
域
開
発
に
お
け
る
中
小
企
業
対
策
の
一
考
察
l

|
静
岡
県
の
事
例
を
中
心
に

'
l
l」
『
中
小
企
業
と
組
合
』
三
二

O
号
、
一

0

ペ
ー
ジ
〉
の
み
で
は
な
く
、
独
占
の
「
第
二
工
場
」
の
「
資
金
の
肩
替
り
」
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。
設
立
時
の
組
合
員
に
残
っ
た
も
の
は
「
破
れ
た
夢
」
と
一

企
業
四
四

O
万
円
の
出
資
金
の
み
で
あ
る
。
兵
庫
県
商
工
部
は
、
六
六
年
段
階

で
、
不
調
の
根
本
原
因
を
、
東
レ
系
列
参
加
へ
の
失
敗
に
求
め
て
い
る
(
「
勧

告
書
」
)
。
だ
が
系
列
に
入
っ
た
ら
、
当
初
の
目
標
を
達
成
し
た
と
結
論
づ
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

鍾
紡
系
列
企
業
の
東
播
織
布

K
・
K
は
戦
後
間
も
な
く
、
鐙
紡
洲
本
工
場
を

移
転
し
、
七
一
年
七
月
現
在
、
織
機
コ
一

O
四
台
で
、
資
本
金
一
、
一

O
O万
円

は一

O
O
M鐘
紡
が
出
資
を
し
て
い
る
。
六
五
年
頃
に
は
、
同
じ
鐙
紡
系
列
の

倒
産
企
業
三
銭
織
物
を
合
併
し
、
一
ニ
鏡
織
物
の
織
機
九
人
台
の
う
ち
三
二
台
を

移
転
し
た
。
し
か
し
、
「
対
米
輸
出
自
主
規
制
」
に
と
も
な
う
「
救
済
買
上
げ
」

で
一
七
四
台
の
織
機
買
上
げ
を
希
望
し
、
第
一
回
買
上
げ
で
九
四
台
を
破
粋
し

た
。
し
か
し
、
現
在
の
実
際
稼
動
台
数
は
一
三

O
台
で
あ
り
、
残
り
入

O
台
の

目
黒
上
げ
を
も
希
望
し
て
い
る
。
現
在
自
社
生
産
量
の
減
少
に
と
も
な
い
遊
休
設

備
で
他
企
業
の
準
備
工
程
の
下
請
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
三
鐘
織
物
、
東
播
織

布
の
例
に
も
あ
き
ら
か
な
ご
と
く
、
系
列
企
業
は
「
親
企
業
」
の
有
機
的
一
環

一
五
七



「
高
度
経
済
成
長
」
過
程
に
お
け
る
播
州
機
業

を
構
成
せ
ざ
る
を
え
ず
、
こ
れ
を
離
れ
て
は
存
在
し
え
ず
、
そ
の
安
定
は
「
親

企
業
」
の
利
益
に
合
致
す
る
限
度
で
許
容
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
特
に
鐘

紡
系
の
み
の
特
質
だ
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
産
地
で
の
大
手
企
業
、
桑
村
繊

維
、
オ
ザ
ワ
繊
維
、
徳
岡
高
底
な
ど
必
ず
し
も
系
列
関
係
が
強
い
と
い
え
な
い

と
こ
ろ
が
、
成
長
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
下
詰
企
業
収
奪
な
ど
の
余
地
が
残
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
完
全
な
系
列
支
配
下
に
な
い
企
業
が
資
本
蓄
積
力
が

強
い
と
い
い
う
る
。
中
小
企
業
は
い
か
に
し
て
も
独
占
の
支
配
網
か
ら
逃
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
安
易
に
、
「
系
列
関
係
の
確
立
」
に
よ
っ
て
発
展
し
よ
う

と
幻
想
し
た
こ
と
自
体
に
失
敗
の
根
本
的
要
因
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
発
足
時

の
中
小
企
業
者
の
意
識
、
旧
来
の
自
工
場
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
の
工
場
新
設

(
計
頭
で
は
青
山
織
物
(
資
本
金
一
、
五
六

O
万
円
、
従
業
員
二

O
九
人
〉
を

除
く
他
企
業
は
、
全
織
機
の
移
転
を
予
定
し
て
い
た
て
全
参
加
企
業
の
旧
来

の
工
場
の
十
数
万
円
か
ら
三

O
O
万
円
程
度
と
い
わ
れ
る
年
間
純
損
額
の
原
因

の
分
析
程
度
な
ど
、
数
多
く
の
問
題
点
が
あ
っ
た
(
「
資
金
を
貸
り
れ
る
か
ら

と
い
う
安
易
な
気
持
で
は
じ
め
た
の
だ
」
と
い
う
批
判
も
あ
る
)
。
だ
が
、
失

敗
の
原
因
は
独
占
資
本
の
収
奪
に
あ
る
。
現
に
「
敷
紡
の
工
場
L

と
な
っ
た
の

だ
か
ら
、
「
巨
大
資
本
の
支
配
体
制
の
打
破
か
ら
妥
協
と
い
う
一
歩
後
退
の
、

地
元
産
一
元
商
社
打
破
の
一
歩
前
進
の
姿
が
み
ら
れ
る
」
(
船
曳
淳
、
前
掲
ご
一
ペ

ー
ジ
)
と
い
う
評
価
は
問
題
を
含
ん
で
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
九
七
一
年
七
月
一
日
に
は
じ
ま
っ
た
繊
維
の
対
米
輸
出
白
主
規
制
に

伴
う
織
機
買
上
げ
制
に
先
立
つ
播
州
織
構
造
改
善
工
業
組
合
(
組
合
員
数

五
七
一
)
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
(
五
月
二
二
日
)
で
は
完
廃
希
望
企
業
七

八
三
九
台
規
模
リ
一
二
一
二
。
一

o
i
一
九
台
U

一
五
。
二

O
l二
九
台

u
二
つ
二
一

O
l四
九
台
U

九
。
五

O
|九
九
台
H
四
。
一

O
O台
以
上

一
五
八

日
乙
で
あ
り
、
縮
少
希
望
企
業
U
五
四
で
あ
っ
た
〈
縮
少
企
業
は
、
二

O
|一
一
九
台
規
模
は
一

O
l
一
九
台
規
模
へ
、
三

O
|一
一
一
九
台
規
模
は
一
一

O

二
九
台
規
模
へ
、
五

0
1九
九
台
規
模
は
三

O
l四
九
台
規
模
へ
の

縮
少
を
希
望
し
て
い
た
〉
。
こ
れ
は
、
由
民
上
げ
価
格
を
一
二

O
万
円
と
前
提

し
た
希
望
数
で
あ
り
、
政
府
決
定
価
格
で
可
と
し
た
企
業
数
は
七

O

C

、
二
九
一
台
〉
で
あ
り
、
な
か
に
は
、
構
改
事
業
で
導
入
し
た
織
機
だ
か

ら
、
五

Q
万
円
以
上
な
ら
全
廃
を
希
望
す
る
と
し
た
企
業
も
あ
っ
た
。

最
終
的
に
は
搭
州
織
全
体
(
五
組
令
)
で
の
完
廃
希
望
企
業
数
は
二
五

o
l六
口
社
(
五
、
四

O
O台
)
で
あ
っ
た
が
、
買
上
げ
枠
が
、
二
、
三

0
0ム
口
で
あ
り
、
実
際
に
は
六
九
事
業
所
ハ
七

0
0ム
口
)
が
完
全
廃
業

(
九
台
以
下
規
模
企
業
日
四
三
。
一

O
l
一
九
台
規
模
企
業
U

一
二
。

二

O
ム
口
以
上
企
業
H
五
〉
し
、
一
四
五
事
業
所
(
一
、
六

O
O台
)
が
規

(

四

)

模
縮
少
を
お
こ
な
っ
た
。
全
廃
織
機
の
買
上
げ
価
格
は
平
均
二
五
万
円
で

あ
る
が
、
う
ち
五
万
円
は
一

0
年
間
積
立
て
で
あ
り
、
残
二

O
万
円
の
う

ち
金
融
機
関
な
ど
へ
の
借
金
支
払
い
の
後
、
手
元
に
残
る
の
は
ゼ
ロ
に
近

い
業
者
も
多
い
。
金
融
機
関
保
証
的
性
格
も
織
機
買
上
げ
に
は
あ
る
。
借

入
金
返
済
が
不
可
能
な
た
め
、
買
上
げ
を
申
請
で
き
な
い
業
者
も
多
い
。

(
閉
山
)
廃
業
織
布
業
者
は
、
倉
庫
業
、
飲
食
応
な
ど
に
転
換
し
、
ま
た
、
電
気
メ

i
カ
ー
な
ど
か
ら
、
下
請
け
依
頼
、
工
場
買
収
な
ど
の
打
診
が
、
西
脇
市
や
播

織
構
造
改
善
工
業
組
合
に
相
次
い
で
い
る
と
い
わ
れ
る
〔
宝
塚
市
の
東
亜
特
殊

電
機
か
ら
五

0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
工
場
買
収
希
望
、
設
備
・
技
術
を
提
供
す

る
か
ら
機
業
者
が
管
理
者
と
な
り
、
一

O
人
程
度
で
部
品
生
産
を
し
て
ほ
し

い
。
柏
原
電
子
工
業
は
輸
出
用
ス
テ
レ
オ
組
立
て
協
力
工
場
に
な
る
転
廃
業
者



を
、
な
ど
)
(
『
西
脇
時
報
』
一
九
七
一
年
一

O
月
、
九
七
三
号
〉
。

お
わ
り
に

す
で
に
ふ
れ
た
ご
と
く
、
播
州
織
は
先
染
で
あ
り
、
染
色
の
段
階
で
す

で
に
、
一
品
種
別
に
生
産
量
は
決
定
さ
れ
て
お
り
、
通
常
一
品
種
五

O
O

-
-
!
六

0
0
ヤ
ー
ド
の
も
の
が
多
く
、
多
種
少
量
生
産
で
あ
り
、
大
規
模

生
産
の
メ
リ
ッ
ト
は
少
く
、
大
規
模
企
業
と
市
場
競
争
を
お
こ
な
う
部
門

で
は
な
く
典
型
的
な
中
小
企
業
の
生
産
物
と
い
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
織
布
業
者
は
、
労
賃
上
井
と
加
工
賃
の
停
止
師
、
低
下
の
な
か

で
、
上
層
部
は
構
造
改
善
事
業
な
い
と
で
、
織
機
台
数
は
減
少
し
て
も
高
能

率
織
機
を
導
入
し
、
生
産
性
を
高
め
、
し
か
も
(
産
一
元
」
を
兼
ね
る
ゆ
え

の
商
業
利
潤
も
あ
り
、
規
模
拡
大
傾
向
に
あ
り
、
播
州
織
に
占
め
る
地
位

を
ま
す
ま
す
強
化
し
て
き
た
が
、
と
れ
に
た
い
し
、
産
地
で
の
中
規
模
企

業
は
、
規
模
を
縮
少
し
、
家
族
労
働
力
小
心
の
経
営
に
移
行
し
、
利
潤
範

鴎
の
確
立
は
お
ろ
か
、
「
労
賃
」
額
に
し
て
も
、
と
く
に
「
繊
維
問
題
」

激
化
後
は
二

O
才
の
女
子
繊
維
労
働
者
以
下
の
低
「
労
賃
」
の
も
と
で
、

長
崎
聞
の
肉
体
消
磨
的
労
働
を
強
制
さ
れ
て
い
る
。

「
所
得
倍
増
計
画
」
は
、
規
模
別
賃
銀
格
差
を
、
完
全
に
解
消
し
な
い

ま
で
も
、
そ
の
縮
少
を
は
か
り
う
ろ
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
こ
こ
播

州
織
で
は
、
独
占
資
本
の
た
め
の
イ
ン
フ
レ
政
策
と
労
働
運
動
に
よ
っ
て
、

賃
銀
水
準
は
上
昇
し
た
が
独
占
資
本
の
収
奪
下
で
は
そ
れ
を
吸
収
し
う
る

企
業
は
少
な
く
独
占
資
本
に
よ
る
中
小
資
本
の
収
奪
は
、
家
内
労
働
力
と

い
う
低
賃
銀
労
働
力
の
増
加
を
も
た
、
り
し
た
。

中
小
企
業
の
生
き
る
道
は
、
多
種
少
量
生
産
に
も
と
ず
く
、
技
術
の
開

発
だ
と
い
わ
れ
る
。
現
に
播
州
織
に
お
い
て
も
、
グ
ル
ー
プ
が
作
ら
れ
、

兵
庫
県
繊
維
工
業
指
導
所
の
指
導
の
も
と
に
、
「
一
グ
ル
ー
プ
一
特
許
」

を
目
的
と
す
る
技
術
開
発
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
き
く
。
だ
が
、
同
時

に
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
心
を
な
す
も
の
が
、
「
産
元
:
一
を
兼
ね
る
大
手

織
布
業
者
で
あ
る
こ
と
を
聞
く
と
き
、
も
は
や
そ
の
技
術
は
中
小
企
業
が

独
占
資
本
と
「
闘
争
」
す
る
た
め
の
「
武
器
」
で
は
な
く
収
奪
の
手
段
に

転
化
す
る
条
件
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
お
も
わ
れ
る
。
肉
体
消

磨
的
家
族
労
働
力
中
心
の
零
細
経
営
の
な
か
で
織
布
業
者
の
子
弟
が
後
継

者
と
な
る
こ
と
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
将
米
の
播
州
織
の
担

い
手
は
、
こ
の
産
地
の
大
手
企
業
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

日
本
の
織
機
と
変
り
な
い
織
機
会
」
所
有
し
、
日
本
よ
り
低
い
賃
銀
労
働

力
一
九
六
六
年
の
日
本
繊
維
工
業
賃
銀
を
一

0
0
と
す
る
韓
国
の
向
賃

銀
は
二
三
、
パ
キ
ス
タ
ン
は
三
三
、
イ
ン
ド
二
九
で
あ
る
(
通
産
省
『
還

商
白
書
(
総
論
〉
h

一
九
六
九
年
一
四
八
ペ
ー
ジ
〉

i
の
豊
富
な
発
展
途
上

国
と
の
競
争
、
先
進
国
の
輸
入
規
制
な
ど
庖
難
な
条
件
は
多
い
。
産
地
で

は
、
品
種
転
換
と
内
地
市
場
の
開
発
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
産
地

の
大
手
企
業
(
織
布
業
・
「
産
元
」
)
も
紡
績
資
本
、
市
間
社
の
収
奪
対
象
・

手
段
で
あ
る
。
他
産
業
部
門
へ
の
資
本
投
下
は
、
「
獅
子
の
分
け
前
」
を

元
手
に
し
て
の
繊
維
部
門
か
ら
の
撤
退
(
「
脱
繊
維
化
」
)
日
紡
綜
独
占
資

本
収
奪
体
制
か
ら
の
離
脱
の
一
つ
の
試
み
で
も
あ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
は
、

播
州
織
布
業
者
の
分
化
、
産
地
零
細
業
者
の
犠
牲
を
促
進
す
る
方
向
で
の

み
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
独
占
資
本
の
網
の
白
か
ら
離
脱
す
る

一
五
九



「
高
度
経
済
成
長
」
過
程
に
お
け
る
播
州
機
業

全国紡績兼営・織布専業別規模別綿ス・フ織布工場数

Ltい績兼営 織 布 専 業

196011970 1 9 601 1 9 701 うも
1'" 10 9 8 7，866 11，188 142.2 

11~ 20 3 2，488 3，080 123.8 

21~ 30 1 2 1，023 1，130 110.5 

31'" 50 3 3 956 997 104.3 

51"'100 5 705 698 99.0 

101"'200 8 3 327 298 91.1 

201"'300 8 3 112 92 82.1 

301"'500 8 5 64 59 92.2 

501'" 53 50 32 24 75 0 

計 98 74 1 13，593 17，566 129.2 

(表17)

103.1 i60，177 1 5川 7 11308，006 13川辺

日本綿ス・フ織物工業連合会『綿ス・フ織物統計年表』各年版

(織機台数計〉

二ハ
O

こ
と
は
で
き
な
い
。

現
在
に
お
け
る
播
州
機
業
の
危
機
は
、
独
占
資
本
の
収
奪
、
と
く
に
紡

績
(
商
社
)
独
占
資
本
「
産
元
」
機
業
者
と
い
う
収
奪
機
構
、
「
高

度
経
済
成
長
」
政
策
に
と
も
な
う
イ
ン
フ
レ
政
策
、
そ
れ
に
日
本
資
本
主

義
の
対
米
依
存
的
産
業
構
造
の
再
編
世
界
資
本
主
義
の
矛
盾
の
結
果
で

あ
る
。
播
州
機
業
に
み
ら
れ
る
零
細
化
傾
向
は
同
時
に
全
国
的
傾
向
で
あ

る
。
全
国
綿
ス
・
フ
織
布
専
業
の
織
機
五

O
ム
日
未
満
ヱ
場
(
企
業
)
の
増

加
、
五

O
台
以
上
工
場
と
紡
績
資
本
の
兼
営
す
る
工
場
数
の
減
少
が
こ
れ

を
示
し
て
い
る
(
表

U
V

中
産
者
で
あ
る
中
小
機
業
者
は
、
絶
え
ざ
る
落
層
化
の
過
程
で
、
自
己

の
崩
壊
を
阻
止
す
る
た
め
に
激
し
い
受
注
競
争
を
お
こ
な
い
、
孤
立
分
散

化
傾
向
を
強
め
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
、
全
機
業
者
、
「
産
元
」
の
団

結
の
う
え
に
た
つ
反
独
占
闘
争
を
お
こ
な
う
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。
ま

た
、
そ
れ
を
お
こ
な
っ
て
も
、
年
々
崩
壊
し
て
い
く
中
小
機
業
者
の
存
立

基
盤
を
維
持
し
、
「
発
展
」
を
は
か
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
と
は

い
え
、
企
業
規
模
を
縮
少
し
、
ま
た
廃
業
し
て
も
多
く
は
、
工
場
敷
地
な

ど
を
使
用
し
て
、
充
分
で
は
な
い
に
し
て
も
、
小
所
有
者
と
し
て
生
活
す

る
途
を
選
択
し
て
い
る
。
小
所
有
者
、
中
小
機
業
者
が
相
互
間
の
矛
盾
を

こ
え
て
、
現
在
の
利
益
を
す
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
立
場
に
立
つ
こ

と
は
、
現
在
、
た
と
え
、
強
力
な
労
働
者
の
組
織
が
そ
の
方
針
を
具
体
的

に
示
し
た
と
し
て
も
、
困
難
な
途
と
思
わ
れ
る
。

(
一
九
七
一
・
一

0
・
一
四
〉


